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　神が笑うとき、世界は歓かん喜きする








◆◆◆






　雲が重く垂たれ込めた空を、無数の黒い烏からすが舞っている。方ほう々ぼうでもくもくと煙けむりが上がっていたが、恐おそれることなく烏は、時々地上に向かって舞い降りてきた。

　疲れた顔をした兵が、烏を追い払う。そして堆うずたかく積み上げられた廃はい木ぼくに、仲間の兵の遺い骸がいを置き、油を注そそいでから手にした松たい明まつの火を移した。

　その様子を遠くから見ていた銀髪の男は、誰にともなく呟つぶやく。

「本物の神なら、死人をすべて蘇よみがえらせてみろ」

　風に煽あおられて、廃木は勢いよく燃え上がる。黒こく煙えんが上がり、さすがに烏ももう屍し肉にくを狙ねらうのを諦あきらめた。

「奇き跡せきを起こせぬ神など認めぬ。人の力のほうが優すぐれていると、思い知らせてやる」

　男は、灰青色の瞳に燃え上がる炎を映して、じっと立ち続ける。その冷たい怒りに触れるのを恐れたのか、黒煙も男の側そばまでは流れていくことはなかった。

　祈いのりも泣き声もない葬そう送そうに、天だけが僅わずかの弔ちよう意いを示す。

　この年最初の雪が、ひらひらと遺骸の上に降り積もっていった。








◆◆◆






　ウラル歴、五百八十三年。ウラルの民は王国を失い、国王を失い、そしてついに偉い大だいな神官オゼムまでも失った。

　ウラル神が人々に与えた知識は、数多くある。穀こく物もつの栽さい培ばい方法、僅かな労力で巨大な岩がん石せきを取り除き、岩場を豊かな牧草地に変える方法。蜜みつ蜂ばちを飼い、家か畜ちくを育て、果実をたくさん収しゆう穫かくするなど、今では当たり前のこととなったもののすべてが、神の叡えい智ちによりもたらされたものだった。

　その神の教えの一つに、人々や家畜の病やまいを治す医術がある。医術はウラルの神官によって、ウラル神が長い眠りについた後も、綿めん々めんと伝えられてきた。

　王室の第一神官であったオゼムは、ウラル神の教えを守り、広く人々に医術を施ほどこし、いくつもの命を救ってきた。

　自らは神官の掟おきてとして婚こん姻いんもせず、丈夫なだけが取り柄の地味な神官服に身を包み、病人を診みるために各地を旅して回った。

　病人に与えるのと同じものを食べ、眠る時間も削けずって看護に当たったこの偉大な神官の最さい期ごは、その業績に見合わぬ非ひ業ごうのものだった。

「オゼム神官が、お亡なくなりになったですって！」

　シーナは真夜中に帰ってきた、ウラルを宿したアレンの言葉を聞いて絶ぜつ句くした。

「そ、そんな、何があったの？」

「治療院から帰る途中で、城の濠ほりに浮かんでいるオゼム神官を見つけたんだ。毒を飲んでいた。何があったか知りたかったが、俺も死んだ人間とは心を通わせられないんでね」

　神と名乗ってはいるが、遠くの別世界から来たウラルは、人間の古くからの友人だ。人間で言うところの肉体に当たるものを持たず、生物に寄き生せいして生きている。

　今はシーナの双子の兄であり、敵国ハッシュウィルに侵しん略りやくされ王国を失ったウラル国の王位継承者、アレンの肉体に入っている。

　アレンはハッシュウィルの無敗軍団に追われて逃げ延びる時、谷底に落ちて頭を強く打ってから、記憶もなく、幼児に戻ったかのように心許もとない存在になってしまった。

　だがオゼム神官の死を目まの当たりにして、何かが少しずつ変わってきているのを、ウラルははっきりと感じていた。

「オゼム神官の遺い体たいは、治療院に運んだ」

「私、今すぐに治療院に行くわ」

「そうだな……」

　何だかウラルの様子がおかしいと、シーナは敏びん感かんに感じ取ったようだ。

　いつもなら口で話すよりも、心を通わせたほうが早いからと、手を繫つなぐか抱きしめてくるのに、今夜に限ってウラルはシーナと距離を取っている。

「ウラル……他にも何かあるのね」

　シーナは手を伸ばして、ウラルが入ったアレンの手を握ろうとした。

　するとウラルは、するりと逃げる。

「どうしたの、ウラル。私に知られたくないことを考えてる？」

　シーナの緑の瞳に見つめられて、ウラルは困ったような顔をする。

「お嬢ちゃん、お互いに秘密を持てないっていうのは、こんな時には困ったことだな」

「……ウラル、それじゃゴート様からいただいたワインを、少しだけ飲みながら話しましょう」

「ワイン、おい、よせよ。今はそんな気分じゃない」

　ウラルが首を横に振って、シーナの申し出を断った瞬間、シーナは勢いよくウラルに抱きついていた。

「もう逃がさないわよっ。何を考えてるの、ウラルッ！」

　シーナのあまりにも素早い動きに、ウラルはふいを突かれて、逃げることができなかった。

『ウラル、これでもう秘密はなしよ』

『まいったね、お嬢ちゃん。いつの間に神様攻略の方法を身につけたんだ』　苦笑いを浮かべながら、ウラルは優しくシーナを抱きしめた。

『ハッシュウィルの無敗軍団にいた、ルウドってやつの中に入って、ハッシュウィルの王に会いに行く。うまく王の中に入れれば、この戦いを止やめさせることができるかもしれない』

『無理よ。ハッシュウィルにはハイルがいるわ。彼にだけは、なぜかあなたの存在がばれてしまうんでしょ？』

『わかってるさ。だがこれ以上、無む駄だな血を流したくない。王に健けん全ぜんな思し考こう能力があれば、息子のハイルの暴ぼう挙きよを何とか抑えようとするだろう』

　シーナは大きく首を横に振り、態度でも反対を示した。

『健全だったら、ウラルへの侵攻を認めたりしない。王も同じよ。ハイルにやらせているだけかもしれない。そんな危ないことをしないで、ウラル』

『止めても無駄だよ、お嬢ちゃん。それよりアレンが覚かく醒せいしてきている。今度こそ本当に、二人で国を再興するんだ』

　ウラルはシーナの体を引き離し、決意を込めて言った。

「まずはオゼム神官を丁てい重ちように弔とむらってくれ。ハイルの手の者が、彼を捕らえて何か大事なことを聞き出そうとしたんだろう。秘密を守るために、オゼム神官は自ら毒を飲んだんだ」

「何を知りたかったのかしら？」

「恐らくは……俺の弱点……」

　神と名乗っているが、ウラルは絶対神ではない。遠い世界から来た、人とは全く違う長寿の生命体というだけだ。

　寄生する生き物がいなければ、ウラルでも死ぬことはある。

「俺の武器は、知識だけさ。地震を起こしたり、火山を噴火させるなんてことはできない。知識を人間に分け与え、より豊かに、幸せに暮らしてもらいたかっただけだ」

「わかってるわ。どれだけの人が、ウラルのお陰で幸せになったかも、わかってる」

　シーナは溢あふれそうになった涙を、慌あわてて拭ぬぐった。

　ウラルは自分の命を懸かけてでも、この戦いを終わらせようとしている。決意したウラルを止められないと、シーナにもわかったのだろう。

　けれどウラルを失うことは、シーナには考えられない。

　そこを納得させるのは、ウラルにも難しい。

「治療院に行こう。そこでアレンの体を返す。アレンは……もう大丈夫だ。体もほとんど治っているし……な、そうだよな、アレン」

　自分に向かって話しかけるウラルの姿に、シーナは泣き笑いの顔になった。

「そうね、治療院に行きましょう。レディ・サナは、このことをもうご存じ？」

「知らせは届いてるだろう。彼女も落胆してるだろうな」

「急ぎましょう。すぐに着替えるから、待っていて。その間に、何か召めし上がったら？　お腹なかが空すいてるでしょ？」

「そうだな……そのはずなのに、さすがに食欲がわかないよ」

　ウラルは疲れた様子で椅い子すに座り込むと、それでもリンゴを手にして齧かじり始めた。

　シーナは寝間着からドレスに着替えていたが、ふと手を止めて衝つい立たてから顔を覗のぞかせてウラルに言った。

「オゼム神官は、神学に関する古文書を持っていたけど、ハイルはそれを狙ったのかしら」

「あれを手にしても、ほとんど役に立たない。あんなものを読み解とける人間は、まだこの世界にはいないからな」

「……何が書いてあるの？」

　王族でも、古文書の内容に関しては知らされない。それは代々、信しん仰こう心の篤あつい数人の選ばれた神官のみが、読むことを許されるものだったからだ。

　オゼム神官も当然、その古文書を目にしたことのある一人だった。

「いつか役立つ知識さ。だが、今はまだその時じゃない。国が滅びる……そんなものとは比較にならない、恐ろしい災さい厄やくがこの星を襲おそう時が来る。けれどその頃には、人間ももっと利り口こうになっているはずだから、俺が教えることなんて何もないかもしれない」

「そんな時まで、ウラルは生きられるの？」

「そうだな……失敗しなければね」

　ウラルはいつも体を借りている白しろ豹ひようを呼び寄せ、その頭を優しく撫なでてやりながら呟いた。

「本当に美しい獣けものだ……こんな美しい生き物に溢れた、この世界は素晴らしい……。今、この世界に必要なのは秩ちつ序じよだ……」

　心を失ったアレンに向かって、ウラルはまたそうやって語りかける。

　世界を救うのは、英雄でもなければ神でもない。自分達自身の手でやらなければ、何も始まらないと、強く念じたウラルの思いは、アレンの中にゆっくりと染み込んでいった。








◆◆◆






　真夜中も過ぎ、人々が眠るべき時間だというのに、治療院の中は大勢の人達でざわついていた。

　馬でやってきたシーナは、人混みをかき分けてレディ・サナの姿を捜す。　けれどまだ到着はしていないようだ。きょろきょろと捜し回るシーナの周りに、いつの間にか神官やウラルの騎士達が集まっていた。

「姫様……」

　アレンの面倒を見てくれていた老騎士は、シーナの側に寄るなり言葉も失い、ただ涙する。シーナはその老騎士の体を、そっと抱きしめた。

「神と人々に尽くされたオゼム神官よ。魂たましいは今頃天上に召されて、私の両親……国王と王妃に祝福されていることでしょう」

　シーナを取り囲み、人々は祈りの言葉を呟く。

　その時、ミトリが寄ってきて、静かにシーナを広間の片隅に連れていった。

「ミトリ、いったい何があったの？」

「昨夜、難なん産ざんの女性がいるということで、迎えの者が来たのです。オゼム神官は何も疑わず、若い神官を二人だけ連れて、案内の者と一緒に迎えの馬車に乗って出掛けたのですが、その途中で他の神官は降ろされ、オゼム神官だけが攫さらわれたということでした」

「……罠わなだったのかしら……」

「そのようです。若い神官の一人は、その女性の家らしき場所に行きましたが、その辺りに身み籠ごもった女性などいなかったということです」

　ミトリの報告に、シーナはがっくりと肩を落とした。

「なぜ、オゼム神官を……」

「ウラル神の秘密を、知りたかったのでしょう」

「ミトリもそう思う？」

「はい……ハイルにないもの……それは人じん望ぼうです。ウラル神の力でラウル・フォー・メイデン子爵、アレン様が人望を集め始めたことを、ハイルは脅きよう威いに感じているのでは？　手っ取り早く、ウラル神を封じ込めようと思ったのではないでしょうか」

「アレンはどこ？」

　来る時は確かに一緒にいた。なのにいつの間にか、アレンの姿が消えている。

「今はウラル神と一緒ですから、何も心配ないと思いますが？」

「そうかしら……」

　ウラルは一人でこっそりと出しゆつ立たつするつもりだろう。だったら自分もついていこうと、シーナは思い始めていた。

　自分の幸せばかりを、考えている時ではない。シーナはアレンと二人、生き残ったウラル国の王位継承者だ。

　アレンが国を受け継いだなら、自分はウラルの民にとって大切なものである、神を守るべきではないだろうか。

　ハイル率ひきいるハッシュウィルの無敗軍団が攻め込んできた時、ウラルが入っていた銀色の球体は、シーナに預けられた。

　あれは神を守るのがシーナの務めだという、啓けい示じだったように今は思う。

「シーナ姫」

　その時、黒いドレス姿のレディ・サナが、シーナの側に駆かけ寄ってきた。

　二人は言葉もなく、抱き合って涙を流す。

「なぜこんなことに……オゼム様は、身分の分け隔へだてなく、医術を施される素晴らしい方だったのに」

　レディ・サナは嗚お咽えつを吞み込んで、苦しそうに言った。

「お願いがあります、レディ・サナ」

　シーナはレディ・サナの手を握ると、顔を寄せてその耳元で囁ささやいた。

「本来なら、オゼム神官はウラルの人間。私が丁重な葬そう儀ぎを、執とり行わないといけないのですが……お願いいたします……私に代わって、葬儀を指し揮きしてください」

「シーナ姫……何をお考えですの？」

「私には……どうしても行かなければいけないところが、あるんです」

「どこへと訊たずねても、きっとあなたは教えてくださらないわね」

「はい……」

　もっとも信頼できる友人の一人である、レディ・サナになら本当のことを話してもいいような気がする。けれど心配なのは、レディ・サナがシーナの身を案じて、ゴート王に何もかも打ち明けてしまうのではないかということだった。

　ゴート王には、まだ何も知られたくない。シーナがウラルと共に、こっそりとハッシュウィルに向かったなどと知ったら、ゴート王は追いかけてくるのではないかと思ったのだ。

「葬儀と……そしてアレンのことをお願いします」

「何をなさろうとしているの？」

「今は、まだ言えません」

　ウラルはきっとハッシュウィル王、アタカンの中に入るつもりだ。そして直じかにアタカンと交渉するつもりだろう。

　だがウラルだって、簡単に狙った人間の中に入れるわけではない。ある程度の距離まで近づかないといけないのだ。

　それを助ける人間がいる。シーナは何があっても、ウラルについていくつもりだった。

「シーナ姫、それは、どうしてもあなたがやらないといけないことなのですか？」

「はい……」

　レディ・サナならきっとわかってくれる。ウラルによってシーナが変身していることも、それとなく見抜いてしまったくらいだ。

「葬儀のことはお任せください……でも、アレン王のことは、私にも自信がありません」

「兄は……まだ戴たい冠かんしていませんから、王ではないんです。オゼム神官には、戴冠の儀式を、ぜひ見届けてもらいたかったのに……」

　シーナはアレンを目で捜すが、やはりどこにもいない。そこでシーナは、レディ・サナの手を離すと、微ほほ笑えんで言った。

「噂うわさをしていたら、もう兄の姿が見えません。そうですよね。あんな大変な兄のことを、レディ・サナにお願いするなんて、失礼でしたわ」

「いいえ、違うんです。アレジのことなら、私はいつでも面めん倒どう見ますわ」

「……」

「もしアレン様がお戻りになられたら……レディの言葉になど耳を傾けたりはなさらないでしょう。アレン様が戦場に戻られても、私には引き留めることはできません」

　レディ・サナの真剣な言葉に、シーナは胸を打たれた。

　何も話したわけではないのに、レディ・サナもアレンが戻ってくると確信している。驚きだったが、感動もしていた。

「なぜ兄が、心の迷宮から抜け出せるとお思いに？」

「オゼム様の死です」

「あっ！」

　広間の中央には、オゼム神官の遺体が安あん置ちされている。その周りには花が飾られ、蠟ろう燭そくが無数揺らめいて、まだ天上界に上りきっていないオゼム神官の魂を、暗黒界の妖魔が食べてしまわないように守っていた。

「オゼム様はアレン様の面倒を、とてもよく見ていらっしゃいました。本当の祖そ父ふのように懐なついていらしたオゼム様が亡くなったのに、アレン様がそのままでいられるはずはありません」

「そうね……そうだわ。ここにオゼム神官を運んだのも、アレンだったのだし」

　いくらウラルに支配されているといっても、アレンの心はオゼム神官の死をしっかりと感じ取ったはすだ。なのに目覚めることをまだ拒んでいるような兄なら、シーナとしては許せない。

「シーナ姫。いずれアレン様が何かなさるでしょう。ですから今は、自ら行動なさるのは、控ひかえたほうがいいと思いますわ」

「ええ……でももう遅いようです」

　広間のどこにもアレンの姿がない。恐らくウラルは、今頃ハッシュウィルの無敗軍団にいたルウドの体に入り込んでしまっただろう。

「レディ・サナ。兄は、オゼム神官の死によって、病に伏せったとゴート王にお伝えください」

「今すぐに、どこかに出掛けるのですか？」

「はい、城に戻って着替えないと」

　まさかドレス姿で、ウラルと共にハッシュウィルに行くわけにはいかない。シーナはウラルの力を借りずとも、ラウル・フォー・メイデンにならなければいけなかった。

「お気をつけて……」

　レディ・サナは再びシーナの体を、優しく抱きしめてくれた。

　まだ話したいことはいっぱいあったが、シーナはレディ・サナの元を離れて、再びミトリの側に戻った。

「ミトリ、アレンはどこ？」

「お戻りになりましたが、どうも様子がおかしいんです」

　ミトリはシーナの手を引いて、地下にあるルウドの隠し部屋の前で、ぼんやりと佇たたずむアレンの前に連れていってくれた。

「アレン……ウラルはどこ？　まさかもう行ってしまったの？」

　するとアレンは、シーナの言葉がわかったのか、こくりと頷うなずいた。

　シーナは慌てて、地下への階段を駆け下りる。

　倉庫の中は、蠟燭が消されて真っ暗だった。シーナはすぐに壁に掛かっていた燭しよく台だいを手にして、中を照らす。

「いない……そんな、こんなに早く出発してしまうなんて」

　シーナは粗そ末まつなベッドに敷しかれた毛もう布ふを引きはがす。けれどそこにルウドの姿はなく、触ってみるとシーツも冷たかった。

「ウラル……」

　たった一人で、ウラルは行ってしまった。

　神と名乗っていても、ウラルは本当は神じゃない。

　シーナにとっては、誰よりも大切な友人であり、もはや家族のようなものだ。

　どうしてウラルは、シーナに頼ってくれなかったのだろう。共に戦う仲間として、君の助けが必要だと、求めてくれなかったのだろうか。

　それが何よりシーナには悲しかった。

「ミトリ、アレンをお願い。オゼム神官のことで、心労から病になったといって隠しておいて」

「シーナ様。ウラル神の後を追うつもりですか？」

「ウラルが出ていくところを見たの？」

「はい……ハッシュウィルの兵になっていましたが、私の肩に手を置いて、アレン様を頼むと」

「いつ？　そんなにまだ時間は経たっていないわよね」

　そのままシーナは、ドレスの裾すそを持ち上げて走りだしていた。

　今なら追いつく。一緒に行こうとウラルに告げ、着替えるまでの間待っていてほしかった。だがウラルの足は、思ったより速かった。ルウドは足を怪け我がしていたはずなのに、ウラルが力を貸したせいだろう。

　それでもなければ、馬を使ったのかもしれない。

　治療院の前は、夜明けが近い時間だというのに、いつの間にか人で溢れ始めていた。やはりオゼム神官の死が、人々を呼び集めたのだろう。

　治療院に向かう人の流れに逆らって、シーナはウラルを宿したルウドを捜す。

「どうするの、ウラル……もしうまくいかなかったら、誰があなたを助けられるというの」

　シーナやアレンのためだけではない。ウラル国の民のために、ウラルは今、単身で戦いに行こうとしている。

「あなたの眠りを妨さまたげたのは私よ。あのまま球体に入っていたら、仲間が迎えに来るまで、ずっと眠っていられたかもしれないのに……」

　ウラルを捜して、シーナは夜の街を歩く。けれどどこにも、ウラルはいない。

　そろそろ消えようする月が、そんなシーナを慰なぐさめるように、優しく輝いていた。
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　一人でどうやって国境を越えればいいのだろう。城に戻ったシーナは、鏡の前でくるくるに巻いた金色の髪を恨うらめしげに見ていた。

　こんな髪をしていたら、どう見ても女か少年にしか見えない。やはりウラルの力がなければ、完かん璧ぺきに男になるのは難しかった。

「シーナ姫？　姫様ですか？」

　ラウルの従者であるオズベルトが、眠そうな声を出して隣室から顔を覗かせた。シーナは慌てて、着替え用の衝立の中に隠れた。

「オズベルト、私だ。シーナはウラルの騎士団の元に預けてきた。少し気分が悪い。今日は一日、誰にも会わずに寝ている。王に呼ばれたら、眠っていると伝えてくれ」

「子爵様、僕に何かできることはありますか？」

「いや、ない。静かに寝かせてほしい」

　ベッドにはアレンが横たわっている。だが声が別の方向から聞こえることに、寝ぼけたオズベルトは気がつかないようだ。

「わかりました、子爵様。何かあったら、すぐに僕を呼んでくださいね」

「ああ……ウラル騎士団のミトリが来たら、いつでもミトリだけは入れていい。わかったな」

「はい、子爵様」

　まだ少年のオズベルトは、どんなに眠っても眠り足りないはずだ。今もまた、ベッドに戻って眠ってしまっただろう。

　その間にシーナは、旅支じ度たくを急いだ。

「この体だと、胸がきつい。そうだ……これでどうかしら」

　シーナは体や髪を拭ふくタオルを、ぐるぐると胸に巻いてみた。そうすると豊かな乳房は隠れて、逞たくましい男の胸のようにも見える。

「あとは髪だけ……」

　ふとシーナは、小間物が入った箱の中にある鋏はさみに目をやった。

「……これで切ったら……少しはラウルらしいかな……」

　髪の根元をしっかりと握り、シーナは鋏を近づける。

『蜂はち蜜みつが大好きだから、シーナの髪はこんな色になったのかしら』

　そう言いながら、母が髪を梳すいてくれた場面が蘇る。

　いつもアレンと一緒に暴れ回っていたから、夕方には髪がくしゃくしゃになっていた。お風ふ呂ろに入って髪も綺き麗れいに洗った後、寝間着に着替えたシーナを膝ひざにのせて、母の王妃は丁てい寧ねいに髪を梳いてくれたのだ。　公務に忙しい母は、一日中シーナといることも難しい。だから食事の時と、眠る前のほんの短い時間だけが、母子らしい心の交流ができたのだ。

「お母様……」

　シーナを守って死んだ母。その母が慈いつくしんでくれた髪を、切ってしまうことはどうしてもできない。けれどこのふわふわ髪では、誰がどう見てもラウルには見えなかった。

「駄だ目め……切れない……どうすればいいんだろう……」

「油……」

「えっ？」

　確かにそう聞こえたような気がする。けれどベッドに目を向けると、アレンはぐっすり眠っているように見えた。

　長時間ウラルに入っていられると、入られたほうも体力を消しよう耗もうして疲れる。大量に何か食べ、ぐっすり眠る必要があるのだ。

　昨日から、アレンの体にはずっとウラルが入っていた。宴うたげはあったし、その後でウラルは濠ほりからオゼム神官の遺体を引き上げている。夜明け近くまで動き回っていたから、弱っていたアレンの体には、かなりの負ふ担たんになっただろう。

「空そら耳みみかしら……油……そうね。油で固めればいいんだわ」

　こんな時には、レディ騎士に貰もらったものが役に立つ。擦すり傷に効きき、荒れた戸こ外がいの風から肌はだを守るために作られた、馬の脂あぶらに香料を入れたものをシーナは取り出した。

　薄く油を手にのばし、髪に塗ぬってみた。すると面白いほど巻き毛が真まっ直すぐになっていく。

「肌にいいんだもの。きっと髪にもいいわ」

　これならラウルらしい。シーナの巻き毛はみんな知っているから、疑われることはなくなるだろう。

「それにしても誰？　アレン、もしかして半分眠っていて、半分起きてるの？」

　返事はない。けれど寝息は静かになったように感じた。

「アレン、聞いて。私はウラルを助けに行くわ。ウラルがいたお陰で、私達、まだこうして生きているようなものですもの。だから私は行くけど……もし戻れなかったら、アレン、あなたはウラルを再興して」

　髪を真っ直ぐにすると、根元を緩ゆるくハンカチで縛しばった。そうすれば長すぎるように感じられない。

　服を着ると、鏡の中にいるのは、いつものラウル・メイデンだった。

　こっそりと今のうちに出掛けよう。そう思ったシーナは、退たい屈くつそうにしている白豹に近づく。

「アレン、こっちのウラルの世話もよろしくね。何だかおまえも、ウラルがいないと寂さびしそう」

　白豹はぺろっとシーナの手を舐なめた。

「帰ってきたら……夜の狩りに連れていってあげるからね」

　白豹を抱いて、シーナは別れを惜おしんだ。

「じゃあね……いい子にしてるのよ」

　剣を手にした。そしてマントを纏まとう。オズベルトを起こさないように、そっと部屋を出た。

　ところがそこにとんでもない者が待ちかまえていた。

「陛下……」

　なぜここにゴート王がいるのだ。しかも手には、白しろ薔ば薇らの花束を持って、少し照れたように微笑んでいた。

「おはよう、ラウル、いやアレン」

「いえ、陛下。私のことはラウルと……」

「まだそんなことを……いや、それはもういい。それよりシーナ姫は、こちらにまだいるのだろうか？」

「その花は、まさか妹にですか？」

「オゼム神官のことは先ほど、目覚めてすぐに聞いた。心優しいシーナ姫のことだ。さぞや胸を痛めておいでだろう。慰めにと思って」

「それはありがとうございます。ですが妹は……ウラルの騎士団に預けてまいりました」

　まずいことになった。ゴート王にはシーナが出掛けたことを、何があっても知られたくなかったのだ。なのに間が悪いことに、出掛ける直前に出会ってしまった。

　これでは病気という言い訳ができない。

　もしここでオズベルトが、寝ているアレンに気がついたら、事態はますますややこしくなってしまうだろう。

　アレンが二人いる。そうなったら、どっちかがシーナであるのは明らかだ。

「そうか……いないのか」

　ゴート王は心底がっかりした様子だ。

　悲しんでいる時に、花を持って見舞いに来てくれる男。こんな状況でなかったら、シーナはゴート王の優しさを心から喜び、そして改めてゴート王に恋しただろう。

　恋も楽しめない。

　それが神といる国の、王女としてのシーナの宿命だった。

「花は後ほど、妹に届けさせます。それより、今から葬儀の打ち合わせに行かないとならないので」

「オゼム神官の葬儀なら、我が国の王室が取り仕切る。ウラル騎士団としては、自らの手で執り行いたいだろうが、やはり私にも立場がある。ウラル国民だけでなく、オゼム神官は我が国の国民のためにもよく働いてくれた。弔意を表したい」

「それは……感謝いたします、陛下」

　シーナは忘れていた。

　ゴート王という男は、華はなやかなことや厳げん粛しゆくな儀式が好きだ。そして自分で何でも取り仕切りたがる。シーナやアレンのためにも、そんなゴート王がオゼム神官の葬儀をないがしろにするはずがなかったのだ。

「ラウル……何を急いでいる？」

　シーナに恋する男の優しい顔が、突然、厳しい王の顔になった。

「えっ……いえ、葬儀が」

「だったらなぜ、そんな服装をしているんだ？」

「はっ？」

「旅支度だな、ラウル・フォー・メイデン」

「……」

　どうしてみんな、こんなに頭がよく働くのだ。シーナは簡単に見破られてしまったのに、どうごまかしたらいいのかわからず狼う狽ろたえる。

「どこに行くつもりだ？　葬儀の打ち合わせに行くのに、黒の服も着ないのか？　しかも髪におかしな匂いをさせて」

「いえ、これは……」

「マッカラン家の馬香油。長旅の守り薬だな」

「あっ、そんなにこれって有名なんですか？」

「寒い日に、馬を走らせる者にとっては、ありがたい香油だ」

「そ、そうだったんですか。私、肌が荒れたから、少し潤うるおいをと思いまして……」

　何がどうなって、秘密がばれるかなんて誰にもわからない。髪のために利用した馬香油が、とんでもない推すい理りの元になってしまったようだ。

「目的はわかっている。助けたハッシュウィルの兵が消えた。追うつもりなのだろう」

「……」

　なぜそこまでわかるのだ。

　人の心を読むことができるのは、ウラルだけだと思っていたが、ただの人であるゴート王にも易やす々やすとシーナの考えが読めてしまったというのか。

「なぜ、そう思うんです」

「ラウル、私を恋に浮かれる愚おろかな男と思っていないか？」

　ゴート王は花束をシーナに突きつけると、にやりと笑った。
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「命を助けてやったのに仇あだで返す。そんな裏切り者の始末を、自ら買って出るつもりか？」

「いえ……」

　やはりゴート王には、まだ真実は見抜かれていない。けれどさすがに秀ひいでた王だ。怪我人といえど、敵国の兵が治療院に担かつぎ込まれたと知った時から、ゴート王はルウドを監視していたのだろう。

「あの男は、怪我を利用して、我が国の内情を偵てい察さつしに来たのだろうか」

「そうではありません。きっと治療院にいつまでもいたら、皆に迷惑をかけると思って、自ら出ていったのでしょう」

「いや、そんなはずはない。怪我をしていたというのに、常じよう人にんのように颯さつ爽そうと歩き、馬に乗って出ていったという」

「陛下、監視を付けていたのですか？」

「私は王だ。聖職者ではない。疑うことを恥はじだと思っていないからな」

　ゴート王は威い厳げんを込めた声で言った。

「何か事情があるのかもしれません。追って、連れ戻します」

「そんな役目に、ラウルを指名した覚えはないぞ」

「では今から、私にお命じください」

「駄目だ」

「……」

　この頑がん固こ者。思わずそう言いたくなったシーナだが、さすがに今の立場ではそれはできない。

「ゴシュラム騎士団の中から、誰かに行かせればいい」

「それは……無理です。これは私一人のことにしていただかないと」

「なぜ拘こだわる」

　どうすればいいのだろう。こんな時にウラルがいてくれたらと、シーナは心から思う。どんな危機に遭あっても、ウラルがいれば的確な答えを出してくれた。

　ウラルに依い存ぞんしてはいけない。自分達だけの力で、国を再興しなければと思っていたが、目の前のこんな問題でも、シーナ一人の力ではうまく運べない。

　こうなったら、何もかもゴート王に打ち明けるべきだろうか。けれどそんなことをしたら、ゴート王は何があってもシーナがウラルを追うことを許さないだろう。

「陛下……では真実を申し上げます。あの男に……神を盗まれました」

　ルウドにはすまないが、噓うそをつくよりしようがなかった。

「神を？　よくわかるように説明してくれ。ウラルの神というのは、それほど簡単に盗めるようなものなのか？」

「はい……あまりにも小さいので、どこにでも持ち運べます。神は知識と力を持っているので、大怪我をしたあの男が普通に歩けたのは、神の力を借りていたからです」

「敵兵にも魂を明け渡すような神なのか？」

「いえ、神というのは、別の世界の知識のことです。私は神の力を利用して、これまで戦いを有利に導いてまいりました」

　そこでゴート王は、大きく頷いた。

「そうか、それならよくわかる。ラウル、そうだったのか」

　ゴート王は嬉しそうに、シーナを抱きしめて肩を叩たたいた。

「だがラウル、なぜ私に一言相談しない。何もかも一人で解決しようというのは、貴殿の悪い癖くせだ」

「あっ、いえ、これはウラルの国の問題ですから」

「ウラルの問題は、このゴシュラムの問題でもあるんだ。なぜならいずれ両国は、今以上の強い絆きずなで結ばれるのだからな」

　バンバンとシーナの肩を叩きながら、ゴート王は興奮した口調で言う。

「いずれ貴殿は、私の義おと弟うとになる。そうだろう、ラウル」

「はっ？」

「いつまでもこんなところで長話もないな。ラウル、私の部屋へ。朝食の席に、シーナ姫も招待したかったのに残念だ。ともかく二人で、食事をしながら続きを話そう」

「……もう軽くすませてしまったので、少ししか食べられなくても、お許しください」

「それは残念だな。どうせ軽くとか言いながら、パンを二十個も食べたんだろうが」

　ウラルがいなければ、そんなに大量には食べられない。

　それもまたシーナには、たまらなく悲しいことだった。
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　人を焼く嫌な匂いが、ハッシュウィルのいたるところに流れていた。それは風に乗って、王宮にいるハイルのところにも届く。

「あんなものを持ち歩いていたとはな」

　窓に凭もたれ、城下の喧けん噪そうに耳を澄ませながら、ハイルはじきに明ける夜空に目を向ける。

　オゼム神官を捕らえた。相手の心を繰あやつり、何でも話させる自信があるハイルは、オゼム神官からウラル神の秘密を聞き出せると思っていたのだ。

　けれどオゼム神官は、隠し持っていた毒薬を呷って、自ら命を絶たった。

『神のことをお知りになりたいと？　では殿下、自らの心に問いかけてはいかがでしょう。神とは、心の中にあるもの。その姿は、どこにも実在しません』

　敵に捕らえられたというのに、オゼム神官は何ら怯おびえることもなく、堂々とハイルに進言した。

『ハッシュウィルは、とうに神を見失った国です。ですから繁はん栄えいからも見放された。この国に今必要なのは、恐怖で人を支配することではなく、秩序を取り戻し、勤きん勉べんに働く者が正しく評価されるようにし向けることです』

　余計なことだ。たかが小国の神官に、何がわかるというのか。恐怖の施し政せいを行っているのは、ハイルではない。父王のアタカンだ。

　そのアタカンは、我が子だろうが、兄弟だろうが、目め障ざわりな者はすべて殺す。

　この国で生き残るには、アタカンより強くならなければいけないのだ。

　なのにハイルは失敗してしまった。何年もかけて鍛きたえてきた無敗軍団が、たかが寄せ集め集団でしかない、ゴシュラム騎士団に敗北してしまったのだ。

　何よりの誤算は、傷ついた兵の数の多さだった。

　戦場で傷ついた者達は、そのまま見捨ててきた。狼おおかみや烏が、綺麗に始末してくれただろう。

　それより問題なのは、生き残った者達だ。

　傷ついた兵が帰き還かんする。すると街には、すぐに無敗軍団が破れたという噂が広まる。

　それと同時にアタカンは、自分が持つ国軍に戦う準備をさせ始めた。その意図は、ゴシュラムの軍が攻めてくることを恐れてではない。

　残った無敗軍団の兵をかき集めて、ハイルがこれが最後の決戦とばかりに、アタカンに挑いどんでくるのを警戒してだ。

「親子で争うほうが、余程簡単だ。父には、神などという面倒なものはついていないからな」

　ハイルが無敗軍団を組織したと知ると、アタカンはハイルに近隣諸国への侵攻を命じた。

　荒れ地が多く、食料事情が厳しいハッシュウィルにとって、豊かな隣国を攻め落とし、食料庫とするのは、もっとも望ましい戦略と思える。

　けれどアタカンがあえて国軍を使わず、無敗軍団に命じたのは、その威力を減らすためだった。

　このままではアタカンの狙いどおりになってしまう。事実無敗軍団は、疲ひ弊へいし、多くの兵を失った。

　一対一の戦いなら、鍛え抜かれた兵が負けるはずはない。それを見越してか、ゴシュラム軍は数で勝負してきた。

　たとえ一人一人は弱くても、五人対一人となると戦いにくい。しかもその五人の中には、必ずゴシュラム騎士団の手て練だれがいるのだ。

　戦いくさ慣れしていない雇やとわれの民兵など、ものの数ではないと思っていた。騎士団などと名乗っていても、武術競技にうつつを抜かすだけで、実戦では役に立たないとも思っていた。

　なのに敗れたのは、すべてあの神を宿したラウルのせいだ。

　ハイルは神が欲しかったが、あの神には生意気にも自意識がある。そして厄やつ介かいな正義感というやつも持っていた。

　だからハイルには、自由にすることができない。

　だったら神を抹まつ殺さつするべきだが、それには方法が一つしか思いつかなかった。

「神はどう出る？　そうだな、やつにも欠点があるとこれでわかった」

　血のようなワインを、小こ姓しようの少年に注がせながら、ハイルは誰にも意味が通じない独ひとり言ごとを呟き続けた。

「やつは人を殺せない。なぜなら神のくせに、人を生き返らせることなどできないからだ」

　ふっとハイルは笑う。

　所しよ詮せん、この世に神などというものは存在しないのだ。人より僅かに利口なだけでは、混こん沌とんとしたこの世界を統治することなどできない。

　そう考えるハイルは、人こそが神になれると確信している。

「ハイル殿下、ミュラー中将がお越しです」

　年長の小姓が、ハイルの耳元で囁いた。

「通せ……」

　国軍の中将は、マントのフードで顔を隠し、怯えた様子で入ってくる。王と敵対するハイルの元に来たことが王にばれたら、自分が危険な目に遭うと知っていたからだ。

「ワインをどうかな、中将」

　余裕をもってハイルは、怯えるミュラー中将の前に立った。

「殿下……状況はかなり厳しくなっております。国軍の中にいた、殿下の支持者にも動揺が広がり始めておりまして」

　すぐにもここを立ち去りたいのか、ミュラー中将は早口でいきなり切り出した。

　国軍の中将でありながら、ミュラー中将は国王を裏切り、国軍の何人かを引き連れてハイルの傘さん下かに入るつもりでいた。ところがここで無敗軍団の敗北という、思ってもいない事態が持ち上がったのだ。

「兵力が少なくなっても、無敗軍団だ。国軍の兵士になど負けることはない」

「そう思っていたのですが、傷ついた兵を次々に葬ほうむったのが、逆効果だったようで」

「戦場で死ねばよかったということか？　怪我をして使えなくなった兵を、いつまでも雇っているような余裕はない。無駄なものは始末する。それがハッシュウィルの掟だ」

「自国の仲間を、見捨てるとおっしゃるのか？」

「父はそうしている。私が命じているが、父がしているのと同じことだ」

　ミュラー中将は、違うというように小さく首を横に振った。

「助けてもらえないとなると、兵の士気が著いちじるしく低下します」

　そこでハイルは、鋭するどい目つきになってしばらくの間考える。

「そうか……これもやつの作戦か。見事だな……褒ほめてやってもいい」

　殺さない戦争の謎なぞが、ハイルにもやっと解けてきた。

　人を殺せないだけかと思ったら、神はもっと狡こう猾かつだったようだ。

　ハッシュウィルの軍内部に、動揺を広げようとしている。怪我人を切り捨てるハッシュウィルのやり方に疑問を抱いだかせ、王とハイルに対して反感を抱かせるつもりのようだ。

　ハイルは、怪我をした兵に情なさけをかけるつもりはなかった。

　自力で回復し、また無敗軍団に戻ってきた者には、これまで以上の報ほう酬しゆうを支払うつもりはある。

　だが二度と戦えない者には、名誉の死を与えるべきだと思っていた。

　死にたくないやつは、どこへなりと逃げればいい。逃げるだけの力があるのなら、我が身の幸運だと思っていればいいだけだ。

　追ってまで殺すつもりはなかった。情けをかけているのではなく、そんなことをする時間や手間が、もったいないからだ。

　内部からの崩ほう壊かい。神が狙ったとおりになっている。

　悔くやしいがそれは認めないといけない。

「ハイル殿下、国王はすでに戦いの準備に入りました。今、ことを起こせば国王の思う壺つぼです」

「ああ、わかっている。今はことを起こす必要はない。それより、じきにまた勝機がやってくる」

　ハイルは笑顔で、ワインを空あけた。そのあまりにも堂々とした様子に、ミュラー中将は眉まゆを顰ひそめた。

「どんな理由で、勝機があると……おっしゃるんです」

「街には動揺が広がっている。こんな時に現れるのは誰だ？」

「えっ、とっ、おっしゃいますと？」

「決まっている。神を名乗る者だ。正義を説とき、人々を洗脳する。その神を始末したら、あとは簡単だ。国軍の力を借りて、もう一度ゴシュラムに攻め込む」

「無理です。国王はきっとゴシュラム侵攻を諦めろとおっしゃるでしょう」

　そこでまたハイルは、くっくっと笑った。

「新国王は、そんなことを言わないだろう、ミュラー中将」

「……殿下、まだそのようなことを」

「弱気になるな、ミュラー中将。私についてくれば、次は将軍だ」

「……やはり王を」

「王を始末するのは私ではない。神だ」

　自分が一番正しいと思っている神に、思い知らせてやろうとハイルは考える。

　お前の教えを守って生きている民など、みんな奴ど隷れいにしてやろうとも思った。

「ゴシュラムに攻め込む前に、ウラル国の統治を強化する。ウラルの民を人質にとれば、ゴシュラム王も下へ手たに手出しはできない……。金色の髪をした姫を、泣かせるわけにはいかないだろうから」

「それから、どうなさるおつもりです」

「ウラルの民を取るか、自国の守りに入るべきか、ゴシュラム王が迷っている間に一気に叩く。情けや愛情に心を支配されたことを、ゴシュラム王は後悔することになるだろう」

　ゴシュラムを墜おとせば、他の近隣諸国など問題ではない。

　実り豊かな領土など、未いまだに手にしたことのないハイルだったが、それすら手に入ればハッシュウィルの民はもう飢うえる心配がなくなる。

　そうなれば王となったハイルに、逆らう者もいなくなるだろう。

　さらに増兵し、他国への侵略を続けていく。

　死ぬまでにどれだけ領土を拡げられるのかと、ハイルは考えていた。
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　急いで追いかけないと、ウラルはどんどん先に行ってしまう。追いつけなくなってしまうとシーナが気を揉もんでいるのに、ゴート王はシーナを横に置いて執務中だった。

「オゼム神官の葬儀は、明朝執り行う。王族並みの敬意を持って当たるように」

　命じられた国務大臣は、頭を下げたものの少し不満そうだ。

「恐れながら陛下……他国の、しかも神官ふぜいにそこまでする必要がありますでしょうか」

「わからないのか？　これは我が国の戦意高揚のためにも必要なことだ。メイデン子爵は、傷ついた兵をすべて連れ帰り、オゼム神官らに治療に当たらせた。皆、神官の医療技術の高さに感謝している」

　ゴート王の言葉に、国務大臣は形式的にシーナにも頭を下げた。

「我が国は、侵略に対して正義の戦いをしている。それなのに、傷ついた者を助けた神官が殺されたとなったら、正義がさらに蹂じゆう躙りんされたことになるだろう。オゼム神官は、まさに正義の象しよう徴ちようなのだ」

「意味がよくわかりました。私の浅せん慮りよのせいで、陛下の深いお考えに気づかず、大変申し訳なく思います」

「わかってくれればいい。国務大臣、葬儀の席では、きたるべき次の戦いに、国民の総意を持って立ち向かえるように、皆に語りかけてくれ」

「私がですか？」

「ああ、名誉ある大任を任せる。私は、今からメイデン子爵と、戦略会議なので忙しい」

　国務大臣は大任を命じられ機嫌をよくしたのか、笑顔でシーナに会え釈しやくすると、執務室から出ていった。

「ではラウル。我々の作戦会議だ」

「それより陛下、急がないともう追いつけなくなります」

「急ぐ必要はない。ラウル、この国の地理に疎うといようだな。海路を行けば、馬で行くよりはるかに速い。国境付近には、ハッシュウィルの兵が大勢いる。そんな中、単身で行っても捕まるだけだ」

　ゴート王は地図を広げ、シーナに見るように促うながした。

「そうか……気がつきませんでした」

「隣国、ザルセンからの商船を装よそおえば、楽に入れる。ザルセン王には悪いが、偽にせの国交証を用意しよう」

　何だかゴート王は楽しんでいるように見える。元々何かを考え、実行するのが好きなのだろう。けれど王という立場から、これまでは思ったようにできないことのほうが多かったのに違いない。

　ゴート王は、冒険を楽しむ少年のようだ。

　その姿に、シーナはアレンを重ねる。

　アレンが戻ってきたら、きっと今のゴート王のように、様々な計画を用意してシーナを驚かせてくれただろう。

「商船を装うには、それなりの人数が必要だ。ラウル、一人で何もかも進めようとするのは、やはり危険だ。気心の知れた仲間を数人、連れていくほうがいい」

「でも、それでは皆を危険に晒さらすことになってしまいます」

「そうだろうか？　十人の兵に囲まれた時、二人では明らかに不利だ。だが五人なら、戦いはずっと楽になる。そう教えたのはラウル、貴殿だろう？」

「はい……」

「思いつきでやってはいけない。それは無む謀ぼうというものだ。計画はきちんと立て、絶対に失敗しない方法を考えるんだ。神を取り戻したら、それで終わりということはない。我々はまたここに戻ってこなければいけないんだからな」

　諭さとすように言うゴート王の言葉に、シーナは項うな垂だれた。

　確かに一人でウラルを追っても、その途中でハッシュウィルの兵に見つかり、大勢から攻撃されたら勝ち目はなかっただろう。

　ウラルを失い、自分の命も失ってしまったら、何もかもが無駄になってしまうところだった。

「そんな暗い顔は見たくない。誰と行くか、すぐに決めてくれ。いくら海路が速くても、あまり出発が遅くなってはいけない。用意するものもあるし、明日の朝には港にいられるようにしなければ。どうだ、できそうか？」　こんな時に思い浮かぶのは、もっとも信頼できる二人の騎士だけだった。

　ジュード・サビルとレディ騎士。彼等がいれば、シーナは安心して行動できる。

「すぐに仲間を呼び集めます」

「そうだな。ではその間に、私は船の手配をしよう」

「ご多忙なのに、陛下に助けていただき感謝しております。何があっても無事に戻ると約束いたしますから」

「そうだな。無事に戻れないと私も困る。従い兄と弟このゾードに身代わりを頼んでも、せいぜい三日かな……」

　ゴート王のさりげない言葉に、シーナは目を大きく見開いた。

「あの……まさか、一緒に？　いえ、それはないですよね」

「助けると言った。私に二に言ごんはない」

「いえ、それは船の手配とか、そういったことをしていただくという意味で、まさか陛下を、そんな危険な場所にお連れするわけにはまいりません」

　まったく自分勝手なんだからっ！

　そう叫びたくなるのを、シーナはじっと堪こらえた。

「ラウル、私は今まで一度も、ハッシュウィルを訪れたことがないんだ」

　地図を畳み、ゴート王は署名すべき書類に次々と目を通しながら言った。

「元々ハッシュウィルとは、国間の交流が少なかった。その上、今のアタカン王になってから、恐怖政治でよりハッシュウィルの国内は乱れているという。皇太子の時に近隣諸国を回ったが、ハッシュウィルにだけは行くなと、先王に止められた」

「それはわかります……」

　こちらが友好的な意い図とで訪れたとしても、ハッシュウィル王はそう受け止めない。何かを探りに来たのかと疑って、下手すれば処刑されると、シーナはゴシュラム騎士団の仲間から聞いたことがある。

「私は、この目でハッシュウィルを見てみたいんだ。そして圧あつ政せいによって苦しんでいる、ハッシュウィルの国民を救う手立てがあるなら、力を貸したい」

「陛下……」

「危険から身を守れないような男に、国を守れるか？　ラウル、もっと私を信頼してもらいたいものだな」

「陛下の強さは存じ上げてますが……あーあ、あそこで陛下にばったり会わなかったら、こんなことにはならなかったのに」

　仲間を連れていくだけでも、シーナは申し訳ないと思っているのだ。さらにゴート王まで一緒となったら、もっと大変なことになる。

　だからといって、ウラルを見捨てるなんてできない。ここはゴート王に力を貸してもらうしかなさそうだ。

　何があってもゴート王を連れ帰らないといけない。それには生き延びるために、必死で知恵を働かせないといけなくなる。

　ゴート王は自分のわがままのように思わせているが、実はそうやってシーナに、生きてここに帰れるような道を作っていてくれたのだ。

「あまりくよくよと考え込むな。いつものラウルらしくない。朝食もほとんど食べなかった。あんなに小食なラウルを見たのは初めてだ」

「いろいろと考えることがありまして」

「一人で考えているだけでは、何も始まらない。国政もそうだ。ハッシュウィル王は間違っている。独裁的な王が一人で治める国より、知識のある側近に囲まれた王が治める国のほうが、はるかに発展していけるものだ」

　ゴート王は、今はラウルと名乗っているアレンが、いずれ王位に就ついた時のために、それとなく教えてくれているのだろう。

「ラウルは何でもできる優れた男だが、一人で何もかもやってしまおうとするのは、王としては相ふ応さわしくないことだぞ。王のために働きたいと思ってくれる人間の気持ちに、応こたえるのも王の役目だ」

　やはりゴート王は、優れた王だ。王としての資質を、誰よりも持っている。

　多少強引でわがままなところはあるけれど、心から尊敬できた。

　その優しげな瞳に見つめられているだけで、シーナは嬉うれしかった。

　けれどシーナは、自分がこれまでしてきたことを、すべてゴート王が知ってしまった時、同じように優しく見つめてもらえるのかと、また不安になる。

　ここにいるのはシーナです。あなたはこんなシーナでも愛せますかと、訊きいてみたい。

　私が欲しいのは、美しくおしとやかな姫だと言われたら、どんなに悲しいだろう。

「ラウルといると、いろいろなことが学べるな。そしていろいろと楽しめる。私は王でもあるが……若い男だ。時には誰もが呆あきれるような、無謀なことにも挑戦してみたいといつも思っていた。そういう機会を与えてもらって、実はとても感謝しているんだ」

　シーナのことを、アレンだと疑うこともなく信じている王は、男同士の盟めい友ゆうに本心を打ち明ける。

　きっとこういう話は、女性にはしないものなのだ。

　私が王女に戻ったら、あなたは今と同じように、思っていることを何もかも包み隠さず、話してくださいますか。

　シーナは心の中で、ゴート王に訊ねる。

　答えはいつか聞けるだろうか。

　それはまだまだずっと先のことになりそうだった。
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　レディ騎士とジュードを捜して、騎士団の野営地を歩いていたシーナを、バズが目ざとく見つけて近寄ってきた。

「メイデン子爵、大変なことになりましたね。神官さんが亡くなったんですって？」

　料理の途中だったのか、粉だらけの姿でバズは訊いてきた。

「ああ、そうなんだ。いずれ詳しく話すよ。それよりバズ、レディ騎士とジュードを知らないか？」

「えっ、知らなかったんですか？」

　そこでバズは、細い目をさらに細くしてにやにやと笑った。

「何を笑ってるんだ？」

「それがねぇーっ」

　くっくっとバズは笑っていたが、しまいには大口を開き、涙を浮かべて爆笑していた。

「レディ騎士の実家に、二人して里帰りですよ」

「えっ？　二人でレディ騎士の家に？」

「明日の夕方には戻ってくるんじゃないかな。馬を飛ばせば、シェルランドからなら半日ですから」

「二人でって、まさか婚こん姻いんの報告？」

「そこまではまだ無理でしょう。もしかしたらジュード様、レディ騎士の父上に嫌われて、厩うまやで寝かされてるかもしれないし」

　ぶつぶつと文句を言いながら、厩で寝ているジュードの姿を想像するだけで、シーナも思わず噴き出してしまった。

「メイデン子爵、賭かけますか？　俺様は厩で寝かされたほうに、そうだな、特製の鶏とり丸焼きを賭けます」

「それじゃ私は、父上と仲良くなったほうに賭ける。宴の時にバズに貸した服でどうだ？」

「えーっ、あんな立派な衣装をいただけるんですか？」

「もう勝ったつもりか？　勝てるといいな。いずれゴート王から、正式に騎士として認められたら、ああいった正装も必要になるんだから」

「そうですよねぇ……楽しかったな、ダンス……もっと踊っていたかった」

　バズは空を見上げて、寂しげにため息をついた。

「でも騎士になれても、爵位は偽物ですからねぇ。やっぱりレディは、相手にしてくれないんだろうなぁ」

「ずっと踊っていた、あのレディのことを思い出してるのか？」

　生まれて初めての舞踏会だったが、バズはシーナにダンスを習ったお陰で、どうにか無事に過ごせたようだ。

　ふっくらとした小柄なレディと、何回も踊っていたことをシーナは思い出す。

「えっ……いや……料理を取りに行ったら、同じところで何回も会ったもんですから……それから話すようになって」

　バズは真っ赤になって答えた。

「おいしいものを食べるのが、何より好きなんですって。でも普通レディは、ああいったところでは何も食べてはいけないんですってね？」

「そんなこともないはずなんだが、みんな無理してるんだよ」

「料理も食べて、酒も飲んでたのはレディ騎士くらいなもんですよ。けどあのレディは、王室の料理長がどんなものを作るのか、食べてみたいからって……俺様と同じこと考えていて」

　つまりゴシュラム騎士団の料理長は、宴で知り合ったレディに恋してしまったということだ。

　ところが彼は騎士にはなれても、貴族にはなれない。

「相手が貴族でなくても、婚姻するレディはいる。バズ、君はいいやつだ。料理を作らせれば世界一だし。いつかそのレディに、自分の作った料理を食べさせてみるといい」

「ええ、そう思いましたよ。だけどね。料理を食べた後に、言われることは決まってます。よろしければ、当家の料理長になってください……でしょ」

　自分で言ってしまったから、バズの心は軽くなったのだろう。すぐにいつもの明るい顔に戻っていた。

「あの二人を捜してるってことは、また何かあったんですか？」

「いや……」

　シーナは言い淀よどむ。バズに話したら、絶対に自分も同行すると言いだすに決まっている。

「ずるいなぁ、三人でお楽しみですかぁ。俺様も仲間に入れてくださいよ」

「楽しいことじゃない。危険なことだ」

　正直者のバズに噓をつくのが嫌で、ついシーナは漏もらしてしまった。

「だったら余計に、俺様、仲間に加わりたいです。それともメイデン子爵、俺様のこと、料理しかできない男だと思ってませんか？」

「そんなことは一度も考えたことはないよ。バズはよく戦っている」

「そうでしょ。俺様にも、活躍する場所をください……」

　バズはきっと騎士である自分に、自信を持ちたいのだ。騎士になるために武術大会に出たくらいだから、強くありたいと思う気持ちは皆と同じように強いだろう。

　なのにいつの間にか、料理長としてのみ評価されている。

「そうだな……バズ。いや、バズ・ハーウェイ子爵。貴殿の力を借りたい。レディ騎士とジュードが戻ったら、王の執務室に至急来てくれ」

「……なんか、本物の子爵になったみたいな気分です。けどやっぱり子爵はいらないですよ。バズといつものように呼んでください」

　バズはシーナの手を取り、微笑んだ。

「貴族じゃなくても、俺様が本物の男になれたら、きっと認めてくれるレディもいると思います。いや、レディじゃなくてもいい。俺様のこと、わかってくれる人がいたら、それで十分。だってメイデン子爵は……本当は王なのに、ちゃんと俺様を認めてくれている」

「……まだ王じゃない」

「いや、メイデン子爵はもう立派に王ですよ。そんな人に、仲間にしてもらえるなんて、こんな名誉なことはありません。俺様、頑張りますからね」

　王も料理人も、同じ人間だ。料理人は名誉の戦いに挑戦し、王は無謀な冒険に挑戦する。

　それぞれの思いが一つになった時、困難も乗り越えられるのだろうか。

「メイデン子爵、賭けは忘れないでくださいよ」

「そうだった。忘れないよ。どんな顔してジュードが帰ってくるのか、楽しみだな」

　シーナは笑いながら、バズに手を振って歩きだす。

「そうか……あの二人、そんなことになってたんだ」

　城に向かって戻りながら、シーナは思わず呟く。

「みんなの助けを借りるなら、何があっても生きて帰らないと」

　ウラルを助けるためだったら、自分は死んでも構わないとまで思っていた。けれどゴート王は、その考えが間違っていることを気づかせてくれた。

　大切なものを守るために戦う。そのためには、自分が生きていなければいけない。

　ウラルのように特殊な力がないからこそ、生き残るためには知恵と勇気が必要なのだ。

「そうか……ウラルはこのことを教えるために、人間から距離を置くのね。私は……ウラルに依存しすぎていたな」

　シーナは空を見上げる。鷹たかだろうか。大きな羽を広げて、ゆっくりとシーナの頭上を旋せん回かいしていた。

　いざとなったら、ウラルは鳥に入って逃げ延びることもできる。なのにシーナがこんなにウラルのことを心配するのは、理由があった。

　ルウドの体を借りているウラルは、きっとルウドを助けようとする。ウラルとずっと一緒にいたシーナだからわかるのだ。

　ウラルは神と呼ばれるだけあって、どんな人間も見捨てない。いや、獣ですら見捨てないのだ。

　自分では生きる術すべのないウラルは、生き物に寄生する。その宿やど主ぬしに対して、ウラルは常に敬意を払っていた。

　ウラルが体内に入っていなければ、まともに歩くこともできないルウドを、元敵兵とはいえ一緒に助けないといけない。

　目的のために利用した人間を切り捨てるなど、ウラルには絶対にできないことなのだ。

「ウラルは神様なんだもの……私だけのウラルじゃないんだわ」

　自分の足で歩く。そのことの大切さに気づいた。足りない分を補おぎなってくれる仲間がいるから、

　もう一人で歩くことも怖くない。

　シーナは胸を反そらし、顔を上げて、歩き続けた。








◆◆◆






　翌日の夕方、ゴート王の執務室には、疲れた顔のジュードと、相変わらず凜りんとした表情のレディ騎士、それにやたら張り切っているバズが訪れていた。

「陛下の前ではありますが……あまり寝ていなくて、申し訳ありません」

　ジュードはまず頭を下げる。

「船でゆっくり休むといい。それでは作戦会議といくか」

　やはりゴート王は楽しんでいる。何だか生き生きしていた。

「その前にラウル、皆に説明してくれ」

　ゴート王に促され、シーナは立ち上がってまず地図を示した。

「私的なことで、皆に協力を要よう請せいする。治療院に保護されていた、敵兵のルウドが国に戻った。彼はその体に、ウラルにとって大切な神を隠している」

「えっ？　ああ、何だって？」

　今にも眠りそうだったジュードは、シーナの言葉に今にも椅子からずり落ちそうだった体を、しゃんと起こした。

「陛下、私の説明不足でした。誤解のないよう、ここではっきりとさせておきます。あの男は、神を盗んだのではありません。神の力を借りて、恐らくハッシュウィルの王に、和平交渉を持ちかけるつもりなのです」

　ルウドを悪人にしてはいけない。そうしないと誰もルウドまで、助けようとはしないだろう。それではウラルの意志に反すると、シーナは真実を告げた。

「たかが一兵士の進言など、ハッシュウィル王は聞くだろうか？　それこそ無謀の極きわみだ」

　ゴート王はまだ疑っている。そこでシーナは、さらに続けた。

「神は人に正しい心を芽め生ばえさせます。恐らくあの男は、神に触れて心こころ根ねを改めたのでしょう。そして自分の国を、ゴシュラムのような平和な国にするべく、神を連れて戻ったのです」

　シーナの言葉に、ゴート王はまだ納得できないようだ。

「質問させてくれ」

　レディ騎士が、じっとシーナを鋭い目で見ながら言った。

「そもそもウラルの神とは、どういったものなのだ。そんなに簡単に、敵兵に奪われてしまうようなものなのか？」

「……形はあるようでないんだ。だが叡智に溢れ、限りなく人に近い崇すう高こうな魂も持っている。私は、神の力を借りて、あのおかしな機械を作り上げた」

「どうやって神と交渉するんだ？」

「神が交渉相手を選ぶ。ウラルでは昔から、それは神官の役目だった。神は世界が平和になった時、役目を終えたと思って長い眠りについていた。それが……ハッシュウィルとの戦になって、急きゆう遽きよ目覚められたのだ」

　こんな話をしても、俄にわかに信じてはもらえないだろう。そう思っていたが、皆の反応は違っていた。

「それでラウルは、どっか人と違って見えたのか。魔法を使うとか言われてたけど、それも神様の力だったんだな」

　ジュードはあっさりと認めた。

「ウラルの神は、完璧な神じゃない。人の助けが必要な、中途半端な神なんだ」

　そこまで話してしまっていいものだろうか。けれどシーナは、もう秘密にしておくことは難しいと思っていた。

　ウラルを助けるためには、もっと皆にウラルのことを理解してもらわないといけない。

「神には容いれ物として、生き物の体が必要だ。だから神を奪い返すには、あの男の体ごと救い出さないといけない」

「なーるほどね。ハッシュウィル王に会うために、神様は元無敗軍団の人間を利用したってことか」

　いつも自分で頭が悪いと言っているのに、今日のジュードは恐ろしいほど真実を言い当てていた。

「だってそうだろ。いきなり改心して、王に直じき訴そなんて普通は考えない。そいつは神に交渉役として利用されたんだ」

「そうだな。ジュードの言うとおりだ。神を盗んだんじゃない。あの男が、神に体を盗まれたというほうが正しい」

　シーナは素直に認めた。

「わかった。ではその男の体ごと、神を救い出そう。それにはどうやって怪あやしまれずに、ハッシュウィルの国内に入り、ハッシュウィル王との交渉を終えた神を、敵の城内から救い出すか、具体的に策さくを練ろう」

　ゴート王は細かいことには拘らない。現実的にどんどん話を進めていく。

「ラウル、そこまでの決意をして神が出向いたなら、途中で連れ戻すようなことは無駄だ。もし神が奇跡を起こしてくれて、ハッシュウィル王アタカンが改心したら、それはそれで素晴らしいことなのだし」

「はい……問題なのは、失敗した時です」

「そうだ。絶対神ではないウラルの神は、時には失敗もするらしい。いかにも人間的で、素晴らしいな」

「そうです。神と呼ぶより、古い友達、そう呼んでほしいとも言っていました」

　ここにいるみんなに、ウラルのことをわかってもらえてシーナは嬉しかった。

「凄すごいですね、メイデン子爵。神様が友達なんて、いろいろと便利だろうな。俺様にもいろいろな料理方法を教えてくれないかな」

　バズは単純に感心している。

「ザルセンからの商船ということで、船を用意した。ハッシュウィルの港から行くつもりだが、商人に化ばけるのが一番怪しまれないと思う。だが商人というものが、どうも私にはわからない。誰かよい知恵を貸してくれ」

　ゴート王に質問され、みんな顔を見合わせる。ただ一人、じっと考えていたレディ騎士が、静かに口を開いた。

「陛下。すぐにザルセンの衣装を用意させてください。そして船にはザルセンの香こう辛しん料りよう、シルク、羊毛などを積んでおくようにと」

「ふむ。それは簡単だ。我が国がザルセンから輸入しているものを、そのまま使えばいい」

「そして陛下。ハッシュウィル王に、女を買わないかと持ちかけてください」

「……何だって？」

　とんでもない申し出に、全員がレディ騎士に注目する。

「ハッシュウィル王は、後こう宮きゆうに何人もの女性を囲っていると聞きました。商人からも、買っているようです」

「おいおい、ジョージア。どこにそんな女がいるんだぁ？　まさか貴殿、自分が売り物になるなんて、言いださないよな」

　ジュードは焦あせって訊いている。するとレディ騎士は、ジュードを冷たい目で見返した。

「ここに他に女がいるか。私は魂は騎士だが、体だけは女なのでな。それに自分で口にするのは、死ぬほど恥ずかしいが、どうやら人並みには美しいらしい。十分、商品の価値はあると思うが」

「ああ、ああ、綺麗だよ。ぞっとするほど美人だよ。だけどね、わざわざそんな危険な役に回ることないだろうが」

「危険なのは皆同じだ。王宮に入るのに、もっとも怪しまれない方法となったら、それしか思いつかない。別に本当にハッシュウィル王に身を任せるわけではない。冷静になれ、ジュード」

「そんなこと言われてもなぁっ」

　ジュードは不満だろうが、ゴート王に異論はないようだ。ふむふむと黙だまって頷いている。

「商人役はバズ。貴殿が一番商人らしい」

「へっ、俺様ですか？」

「そうだ。陛下には申し訳ないが、あまりにも威厳があり過ぎて、商人には見えません。陛下は商人を守る私兵ということで」

「うーむ、マッカラン卿きよう、面おも白しろいことを考えるな」

　ゴート王もバズも、わくわくしているようだ。ただ一人ジュードだけが、唇くちびるを尖とがらせて面白くなさそうな顔をしている。

「ジュードも私兵……そしてラウルは……」

　全員がシーナに注目する。まさかいきなり女装しろと言われないかと、シーナはびくびくしていた。

「バズの従者だ……」

レディ騎士は、しばらく考えてから、シーナの役割を決定した。

「王宮内に入れば、あとは状況次第だ。その男が王との交渉を開始していなければ、待つしかない。すでに捕らえられて、処刑されているかもしれないが、その時は神も別の人間に移動しているのだろう。あとは神が我々に気づいて、近づいてくるのを待つ。それでどうだろう？」

　ゴート王の提案に、全員が頷いた。

「陛下、それにゴシュラム騎士団、みんなに迷惑をかけることになってしまい、申し訳なく思います」

　シーナは立ち上がり、頭を下げた。

「ラウルが謝ることではない。これはきっと運命という流れの中で、我々に与えられた役目なのだ。もしここで神を救えたら、後代に我々が行った無謀なことが、正しい選択だったと伝わるだろう」

　慰め、力づけてくれるゴート王の言葉に、シーナは思わず涙ぐんでいた。

　心を直に通わせられない人間は、こうして言葉で心を伝え合う。努力しなければ、思いを伝えられないことは時に歯がゆいが、それぞれが自分の言葉を持っているのは、素晴らしいことに思えた。

「それでは早さつ速そく支度にかかろう。その前にラウル……シーナ姫に挨あい拶さつをしたいのだが」

　ゴート王は自分の気持ちを隠すことはしない。誰がいても、シーナに会いたいとはっきりと示した。

　ジュードもバズも、言っているのが王だから、聞こえないようなふりをしている。これが同じ騎士団の仲間だったら、大騒ぎしながらからかうところだ。

「妹に余計な心配をかけたくないので、このまま黙って行きたいと思います」

「そうか……それもそうだな。では手紙を送ろう。それと何か贈り物を」

「昨日、花をいただきました。あれで十分です」

「そうだろうか？　何日も会えないのだぞ。その間、ずっと私のことを考えてくれるようなものを贈りたいのだが」

　何日も会えないどころか、数日一緒にいることになる。その間に、真実がばれてしまわないかと、シーナは気が気ではない。

「恐れながら陛下。ではばらばらになってもいいようなものを選び、幾つかに分けて包んで贈るのです。一日に一つずつ。最初は何だろうと思うでしょうが、最後には何だったかわかるという、粋いきな楽しみですよ」

　ジュードの提案に、ゴート王はぱっと顔を輝かせた。

「ううむ、サビル卿、よい考えだ。早速、そのようなものを探そう。レディの喜ぶものをよく知っている。さすがだ」

「いえ、いや、たとえばどんなのがいいかなぁっと、ふと考えついただけです」

　レディ騎士を意識しながら、ジュードは慌てている。

「そんなことをしている時間があったら、陛下、出発を急ぎませんか？」

　気持ちは嬉しいけれど、からくりがわかってしまってはせっかくの贈り物も台なしだ。

　それより少しでも早く、ウラルの無事を確かめたい。

　ハッシュウィルには、ウラルの弱点を研究しているハイルがいるのだ。

　ハッシュウィルの城までは、馬なら普通で三日。急げば二日だ。船では一日で着くといっても、すでにもう時間はかなり過ぎてしまっている。

「ラウル、少し落ち着いたらどうだ。挙動が怪しければ疑われる。せっかくの計画も台なしになるぞ」

　レディ騎士に言われて、シーナは素直に頷いた。

「そうだった、すまない。では今から、従者の練習でもするか。ご主人様、何かご用はありますか？」

　バズに向かって、シーナは笑顔で問いかけた。

「うん、そうだな。船に大量の揚げパンを積むように、命じてくれ」

　いかにも商人の若わか旦だん那なのようにバズが言ったので、全員が笑いだす。

　シーナの肩からも、少しだけ力が抜けた。
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　シェルランド、ザルツの両国を挟んで、ゴシュラムの東南に位置するザルセンは、砂漠や山岳地帯を有しているとはいえ、巨大な王国だ。今はその国を兄きよう妹だい三人で分割し、それぞれが統治している。

　ゴシュラムに領土が接触しているのは、西の公国と呼ばれていて、三人兄妹の一番下の皇女が支配していた。

　南西に位置するザルセンは、ゴシュラムでも生産できない様々なものを輸出している。香辛料やシルクに関しては、この時代では世界一の生産量を誇ほこっていた。

　ザルセンの商船は、あらゆる国に向かう。特徴は大きな帆ほに描かれた三み日か月づきの印で、これがあれば商船と見誤ることはなかった。

「ザルセンの衣装ってのは、着やすくていいなぁ」

　バズはご機嫌だ。シルクの下着を着た上に、長い寝間着のようなものを着て、ベルトで締めるだけの簡単なものだからだ。

　ザルセンは暖かいので、これだけでも十分だ。だが寒い地方に出掛ける時は、その上に豪華な獣の毛皮を金持ちは羽は織おる。

　それが従者になると、羊毛で編あんだものになり、武人は革かわ製のマントとなった。

「よく短期間で、これだけいろんなものを集めましたね」

　ジュードは、ザルセンの曲がった肉厚の剣を手にしながら、感心した様子で振り返る。

「ザルセンとて、いつまでも友好的な隣国とは限らない。王の仕事には、常に近隣諸国の動向を見守るというものがある。そのためには、内ない偵ていを向かわせることもあるのだ」

　その国の人間だと思わせるように、ザルセンの言葉を学び、ゴシュラムとは明らかに違う生活習慣にも慣れないといけない。

　そういった訓練を受けた兵が一人、船に乗り込んでいた。

「いいですか。ザルセンでは商人の地位は高いのです。あなたは豪商のハッサンの六番目の息子という役ですが、ゴシュラムやザルツだったら、男爵や子爵並みだと思ってください」

　ザルセンについて教える役となったアルバガルドは、母親がザルセンの人間だ。そのせいで肌が少し皆より浅黒い。

「うわーっ、俺様、いきなりそんなに偉えらくなったのか」

　一番いい服を与えられたバズだが、変わらずそんなに偉そうには見えない。

「ザルセンの商人は、近隣諸国の国々で使われている言語を、よく理解していますし、普通に話すこともできます。けれど金きん銭せんの交渉段階になると、平然とわからないふりをします」

「そりゃ、ずるいですね」

「もっとも高いと思える金額を、相手が提示したら、いきなり言葉が通じます」

　アルバガルドの言葉に、船せん倉そうで着替えていた全員が笑いだす。

「メイデン子爵は、ザルセンの人間だというには、肌が白すぎます。見える場所だけでも、少し色を塗ってください」

　泥どろを溶かしたような染せん料りようを与えられて、シーナはため息をつく。戦場を駆け回り、すでに肌は傷いたんでいるが、こんなものを塗ったらさらにひどいことになりそうだ。

「西の公国は皇女イズマイルが治めていますが、ザルセンでは女性の地位はかなり低いです。ですからザルセンの男性は、我が国のようにレディを大切に扱うようなことは一切しません」

「へーっ、それはかなり問題だな」

　ジュードはもっとその辺りを詳しく知りたいのか、アルバガルドの側に近づいていった。

「女性はすべて男性の所有物であり、平気で家畜並みに売買されてるんですよ。ひどい話です」

　自分の母親がしてきた苦労を思ってか、アルバガルドの顔は曇くもる。

「私の母は、たまたま商人だった父の目に留まり、ゴシュラムに連れてこられました。父はゴシュラムの人間らしく、母をきちんとレディ扱いしたので、最初はこの人はそのうちに私を食べるつもりかしらと思ったくらい、信じられなかったそうです」

「そりゃひどい」

　ふむふむと頷いていたジュードだったが、衝立の陰から着替えを終えたレディ騎士が現れた途端に、うっと呻うめいて言葉を失っていた。

　体の線がすべてわかってしまいそうな、薄手のシルクの上着は、胸元が大きく開いている。申し訳程度の下着が、そこから覗いていた。

　下半身は素足が透けて見えそうな、やはり薄手のシルクのズボンで、広がった裾を紐で縛るようになっている。素足には、宝石を散りばめた小さなサンダルを履はいていた。

「陛下、これはやりすぎです！　こ、こ、ここまで見せなくてもっ！」

　ジュードは慌てて、自分用の革のマントをレディ騎士に着せかけた。

「ジョージア、貴殿、騎士なんだろう？　なのに何だ、その格好は？　ドレスもほとんど着ないくせに、は、恥ずかしくないのか？」

「何をごちゃごちゃ言っている。私は王に売りつけられる商品だぞ。商品なら商品らしく、商品価値を高める努力をしているだけだ」

「まさか本気で、ハッシュウィル王に売られたいのか？」

「ザルセンの男にとって、女は家畜並みなんだろう。ジュード、私を雌ひん馬ばとでも思っていろ」

「む、無理。無理だ。俺のジョージアが……こんな……肌を露あらわに……」

　その時、ジュードは異変に気がついて、慌てて顔に手を当てた。

「うっ、うわっ、鼻血がっ」

「情けない……甲かん板ぱんに上がって、潮しお風かぜにでも吹かれていろ」

　レディ騎士は情け容よう赦しやなく、ジュードの体を突き飛ばす。

「陛下ーっ、作戦、変更しましょう。ラウル、貴殿が女の格好しろよ」

　慌ててシーナが差し出したハンカチで、鼻を押さえながらジュードは喚わめく。
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「ジュードには悪いが、レディ騎士の決意に感謝する。本当にレディ騎士は美しい。ハッシュウィルの兵も、きっとレディ騎士に目がいって、我々から気が逸それるだろう」

　本当はレディ騎士だって、こんな格好を人前に晒したくはないはずだ。けれどそこまでしてくれた真意を、シーナはわかっていた。

　ハッシュウィル兵の中には、戦場で剣を交まじえた者もいるはずだ。よくよく顔を見られたら、あるいは気づかれるかもしれない。

　だからレディ騎士は、兵達の目が自分に向くようにしているのだ。

「ジュード、そんなにレディ騎士が大切なら、何があっても守れ。いつものように甲かつ冑ちゆうを着ていない分、レディ騎士だって危険に晒されるんだから」

　シーナが力強く言うと、ジュードは鼻を押さえながら頷いた。

「甲板に上がろう。ラウル、船旅は初めてか？」

　ゴート王は甲板に向かう階段に立ち、シーナに手を差し伸べて訊いてきた。

「はい……湖に浮かべた小舟くらいしか乗ったことがありません」

「だったらぜひ、海を見るべきだ」

　港で乗り込む時に、初めてまともに海を見た。

　そして今、シーナは船の上から遠くなっていくゴシュラムの港を見ていた。

「うわーっ、もうあんなに遠くに……」

　まだ岸が近いから、海上には無数の海鳥の姿が見える。波間で捕らえた魚を銜くわえて、今から巣に戻るところなのだろう。

　船には慣れているのか、近くを通っても飛び立つことすらしない。航行によってできた波に、小さな体を揺らしている。

　けれどそんな海鳥の姿も、帆が大きく膨ふくらみ、風に乗って船が走りだすと、やがて小さな白い点のようにしか見えなくなった。

「広い……」

　ぐるりと見回しても、すべてが海だ。

　シーナは感動していた。

　山間の小国で育ったシーナにとって、永遠に続く青い海うな原ばらというのは、初めて目にするものだったのだ。

「そうだ、世界は広い。この海の果てには、また別の国があり、人々が暮らしている。その広さと果てしなさを思うと、つまらぬ戦いに明け暮れるのは、無駄なことに思えるが」

　ゴート王はシーナを引き寄せ、兄のように優しい口く調ちようで言った。

「ハイルは何を考えているのだろう。ゴシュラムを含む近隣諸国をすべて奪ったら、次にはザルセンを奪うのか？　それが終わったら、大船団を率いて、さらに別の国を攻めるつもりだろうか」

「無理です。人の命には限りがあるもの」

「そうだ。世界を支配するなんて、無理なことだ。しかもハイルが世界を支配したい理由が、私にはよくわからない」

　風に黒髪を靡なびかせながら、ゴート王は遠くを見つめる。シーナはその横顔を、じっと見つめていた。

　今頃はアレンが眠る部屋に、こっそりとゴート王からシーナへの贈り物が届けられていることだろう。

　きっとゴート王は、それが無事に、ウラル騎士団に守られているシーナの元に届き、小さな驚きと喜びを与えていると信じているはずだ。

　何を贈ってくれたのだろう。

　無事に戻るまで、シーナにも知ることはできない。

「物欲に支配されているのなら、国中の金鉱で掘り出したものを、売り払えばいいだけだ。食料が足りなければ、農地の開かい拓たくをすればいい。そういったことは何もせずに、ただ侵攻していく。強さと恐怖だけを武器にして……」

　隣国の王子のことを、ゴート王はいろいろと考えてしまうようだ。それは側にいるのが、同じように隣国の王子であるアレンだと信じているからかもしれない。

「元々ハッシュウィルは、あまり人も住まない場所だった。王家も小さく、近隣諸国の間では、田い舎なか者と軽くあしらわれていたようだ。それが近年、金や鉄、貴石や宝石が採さい掘くつされるようになってから、事情が変わった」

「豊かになったことで、人心も変わったのでしょうか？」

「すべての民が豊かになったわけではない。一部の貴族や、王家が金持ちになっただけだ。そして鉄……どこよりも大量に兵器を作れるようになったから、ハイルは無謀な夢を抱いたんだろう」

　ここにウラルがいたら、自分の知識をわけてくれただろう。けれどシーナには、ゴート王とさらに深く話せるだけの知識がなかった。

「ところでシーナ姫は、私のことをどう思っているのだろう。こんな時に浮かれていると思われるかもしれないが、逆にこんな時だからこそ、あの人の存在が自分の励はげみになっているんだ。ラウル、いやアレン、もし何か、その、彼女が言ったことを聞いたなら、教えてはくれないだろうか」

　恥ずかしそうに言うゴート王の手を、シーナはそっと握った。

　あなたが私を想ってくださるように、私もあなたを想っています。

　そう伝えたいが、口にはできない。だからシーナはゴート王の手を握る。けれどウラルと心を通わせるようにはいかなかった。

「陛下のことは、とても好きだと思いますよ」

「そうか……どんなふうに好きなのだろう。どこが気に入ってもらえたのかな」

「えっ……そ、そういうことは、本人と直接話したらいいじゃないですか」

「そうしたかったのに、会わせてくれなかったのは、アレン、貴殿だぞ」

「……ま、そうなんですけど」

　シーナは慌てて手を引っ込め、髪が真っ直ぐになるように直す。

「ハイルの気持ちも、少しはわかるような気がするな。王族というのは、限られた狭い世界で育つだろう。決まり事はいろいろあって、学ばねばならないことは山ほどあるが、所詮、書物に書かれたものばかりだ。よき王になる方法などというものは、誰も教えてはくれない」

「そうですね。父王を見て学ぶしかないと思います」

「そのとおり。アレンも私も、よい父親に恵まれた。父のようによい施政をすればいい。そう思える見本があった。けれどハイルにはない」

　その時、シーナの脳のう裏りにウラルの言葉が蘇った。

『人が人を殺す。これを第一の罪としよう』

　ハイルは罪を知らない。誰によっても、罪を裁さばかれることがないからだ。

　だから平気で人を殺す。

　悲しいことに、間違いを正してくれる者もいない。

「ハッシュウィルに神がいないというのは、本当ですか？」

　もし心に神がいたら、あそこまで残ざん酷こくに何人も殺せないだろう。そう思ったシーナは、ゴート王に訊ねていた。

「昔はいたのだろうな。だが神殿は破壊され、もう神に貢みつぎ物ものを捧ささげる者もいないという。ゴシュラムには豊ほう穣じようを約束してくれる大地の女め神がみ、そして子孫繁栄を約束してくれる女神がいる。祭日に、小さな祭さい壇だんに花や食べ物を添えて祝うくらいだが、それでも神は我が国を見捨ててはいないようだ」

「ゴシュラムは、神に祝福された国だと思います」

「ああ、私もそう思う。同じように祝福してくれていたのに、ウラルの神は変わっているな。私はまさか本物の神に出会えるなんて、考えてもいなかった」

「私もです……」

　もしハッシュウィルが攻め込まなかったら、ウラルはずっと神として、人々の心の中だけに存在していたのだろう。

「最初は信じられなかった。神というものは、何か象徴的なもので、祭事に使う像か何かかと思っていたんだ。私は、今とてもウラルの神に会いたいと思っている」

「陛下……」

「太たい古こからこの地にいたのなら、何でも知っているんだろうな。神に頼るつもりはないが、治ち水すいをよくする方法とか、土地を肥ひ沃よくにする方法など、教えてもらえたら嬉しいのだが」

　神を恐れるだけではなく、積極的に意見を聞こうと心を開くゴート王に、シーナはまた新たに心惹ひかれた。

「陛下のお心は、この海のように広いと、今、思いました」

「そうか、ではシーナ姫に、今思ったことをそのまま伝えてくれ。私が海なら、彼女は豊かな大地だ。二つのものが、この世界を作っていると……彼女に伝えてくれ」

「……はい、伝えます」

　ここで今、あなたの素敵な言葉を聞きましたと、シーナはすぐにでも伝えたくなった。

　いつかの夜のように、抱き合ってキスしたいとまで思ってしまう。

　けれどすぐ側にいるゴート王は、海原をただ見つめているばかりだ。

　心はすでに、ここにはいないシーナに飛んでいる。

　まさか側にいるのがシーナだと、思いもせずに。
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　町外はずれの宿屋に、その男はふらりと入ってきた。

「ワインをくれ。それと食べ物は何がある？」

　亭主はその男が明らかに兵だと思ったから、用心して訊いた。

「前金だよ、旦那。金は持ってるのかい？」

「そうか……では、これで」

　砂さ金きんの小さな包みを出されて、亭主の顔つきはいきなり変わった。

「こりゃあこりゃ、失礼しましたね。見たところ軍のお方のようだが、ここんところ兵士は滅茶苦茶だ。ただ食い、ただ飲みしようってのが多くてね。魚がありますよ。それと芋いもとパン。肉は今、品しな薄うすでね」

「ああ、それでいい」

　亭主は大きなカップに注いだワインと、油で焼いた鱈たらに、茹ゆでたジャガイモを添えて出した。申し訳程度に添えられたパンは、雑ざつ穀こくの混じった堅いパンだ。けれどハッシュウィルでは、麦だけで作られたパンにお目にかかることは滅めつ多たにない。

『どうだ、ルウド。ゴシュラムでは、病人に無む償しようで配られる食事でも、ここよりはましだろう』

　元無敗軍団の兵士、ルウドにウラルは語りかけていた。

『そうだな……治療院の飯めしはうまかった。俺は生まれてこの方、あんなに美う味まいパンを食ったことがない』

　ゴシュラムを出てから、今日で三日。国境を越えるのは簡単だった。国境の監視兵が、ルウドのことを知っていたからだ。

　あと少し馬を飛ばせば、城のある首都に着く。けれどウラルが宿っているルウドの体は、大怪我をした後なので、十分な食事と休息が必要だった。

『何だ、こりゃ。ワインも酸すっぱくて飲めたものじゃない』

　ラウルは顔をしかめる。

『飲めるだけでもましだ。美味いワインは、ほとんど貴族に買い占められる。肉もそうだ。ハッシュウィルの人間は、魚とジャガイモばかり食っている』

『なぁ、ルウド。おかしいと思わないか？　鉄や石せき炭たんを掘り出すのも大事な仕事だろうが、その能力を土地の開かい墾こんに充あててみろ。すぐに食べ物が増えるのに』

『だがハッシュウィルの土地は、岩場が多くて瘦やせている。北のほうは雪が積もるし』

『鉄があり、爆薬もあるんだ。岩を取り除き、開墾するくらい簡単さ。そして……寒冷地にも強いソバの実を植える。ソバは粉にしてから、水を加えて練ってパンのように焼き上げる。こんな飼かい葉ばが混じっているようなパンより、よっぽど美味い』

　ぼそぼそとしたパンを齧りながら、ウラルは自身が考案した蜂蜜パンや、ゴシュラムで食べた揚げパンのおいしさばかり思い出していた。

『あんたは、何でも知ってるんだな』

『ああ、神様だからな。蜂蜜を作る方法、養よう蜂ほうってやつを教えたのも俺だ。麦もざっと種をばらまくんじゃなくて、土を軟やわらかくして、揃えて植えることをまず教えた。羊を飼って、肉と毛をありがたく利用させてもらうこともな』

『いつの話だ？』

『えーっと、ざっと千百年前から、ここにいる』

　ウラルが最初に見た人間は、粗そ末まつな麻あさ布ぬのに身を包み、荒れた土地に僅かの麦を植え、山野で狩りをして暮らしていた。

　もしウラルが最初に出会った人間が、もっと文明の進んだ国の人間だったら、ウラルの対応も違っていたかもしれない。

　生きるための知恵など、教える必要もなかっただろう。

　ところが今ではウラル王国と呼ばれているあの地域は、今のハッシュウィルよりひどい有あり様さまだったのだ。

　見かねてつい手を差し伸べた。すると人々はウラルを神と崇あがめ、素直に言いつけを守り、みるみるうちに豊かになっていった。

　ウラルの教えは、やがて近隣諸国にまで広がっていった。当時はまだ今のように、王族が大きな城を構えるような時代ではなかったから、国境というものも曖あい昧まいで、自国の技術が流出しないようになど誰も考えなかったものだ。

『神様なら、天から来たのか？』

『そうだよ。見ることもできないほど遠い、天体から来たんだ』

　それとなくウラルは、水の都の姿をルウドに伝えた。

『おかしな場所だな。死んだ魂が行く場所かい？』

『いや、それとは違う。ともかく、あらゆる叡智が集まっている場所だ。死というものが、ない世界なんだよ』

『じゃああんたも死なないのか？』

『いや……死ぬというより、消えることはある』

　どんなに食べても、すぐにウラルが食べたものを消費してしまう。またもやウラルは亭主を呼んだ。

「もっと食べ物を頼む。それと部屋は空いてるか？　なければ馬小屋でもいいんだが、眠る場所が欲しい」

「いいですよ、旦那。もう少し払ってくれれば、女も呼べるけどね」

「いや、女より食い物だ」

　さらに少量の砂金を渡すと、亭主はにやにやと笑った。

「旦那は偉い兵なんでしょうねぇ……失礼ですが、どちらの軍で？」

「無敗軍団の……小隊長だ」

　その一言が出た途端に、亭主の顔は引き攣つる。それまでは無ぶ礼れいな視線を投げかけていた他の客達も、急いで顔を背そむけた。

　今度の皿には、鱈だけではなく、塩漬け肉が少量載っていた。さらにパンの量も増えていて、ほとんど味のない豆のスープまで添えられていた。

『凄いな。無敗軍団って言っただけで、この態度の変わり様は』

　ウラルは感心する。

『それはそうだ。ハイル殿下の直属の兵だからな。下手に怒らせたら、大変なことになるとみんな知っている』

　ルウドは誇らしげだったが、すぐにその心は暗くなっていった。

『無敗軍団に入るには、もの凄く努力が必要だった。なのに……うまく言葉が見つからない。今のこの気持ちは、どう言えばいいんだろう』

『わかるよ。それは虚むなしいって感情だ』

『虚しい……』

『いずれ生きている間に、少しでもいいことをしたら、その後に来る喜びで、今の感情の正体がより鮮せん明めいになる』

『あんたの言うことは難しすぎる。それより何だって、こんなに腹が減るんだ。いくら食べても、腹がいっぱいにならないんだが』

　皿にあったものは、ほとんど綺麗になくなっていた。それでもルウドの体は、まだ何か食べ物を欲しがっていた。

『いつもより力が必要なんだよ。それには食わないと。断裂した筋組織を、復元している。それと血管の修復、ひび割れた骨も治しているんだ。あと二日も俺を体内に宿していたら、君の体は元どおりさ』

『本当か？』

『約束しただろう、足を治すって。だから君も、俺との約束を守ってくれ』

「亭主、何でもいい。もっと食い物を持ってきてくれ」

　ルウドは亭主を呼び止めて、空からになった皿を示した。

「今、一番いい部屋を空けますから。旦那、本当に女を呼ばなくていいんですかい？」

　皿を片付けながら、亭主は下げ卑びた笑いを浮かべる。

「同じ金を使うなら、食い物のほうがいい……」

「今すぐ、何か用意しますから」

　亭主は慌てて厨ちゆう房ぼうに引っ込んだ。

「女か……」

　以前のルウドだったら、金で自由になる女を、迷わずに買っただろう。けれど今は、とてもそんな気持ちになれない。

　ウラルに心を読まれていると知りながらも、ルウドは心からレディ・サナの面おも影かげを消し去ることはできなかった。

『厄介な相手に惚ほれたな』

　まるで昔からの盟友のように、ラウルは優しく語りかけてくる。

『わかってる。勝手に想っているだけだ。あの人は女神だ。こんなに罪深い、俺のような男のものになる女じゃない』

『そうだな。元は国王の許いい嫁なずけだったくらいだし』

『なぜゴート王は、あんな素晴らしい人を娶めとらないんだ？』

『ずっと一緒に育って、妹みたいに思ってるからさ。でもレディ・サナのことは大切に思っているから、ゴート王は治療院の開設を助けた。今ではあの治療院は、彼女の生き甲が斐いだ』

　その時ルウドの脳裏に、レディ・サナに従って、治療院で働いている自分の姿が浮かび上がった。

『それだよ。それが虚しさとの対極の感情だ』

「……」

　黙ったままなのに、様々に表情を変えるルウドの様子を、他の客は不ぶ気き味みそうに見ている。本当だったら、金を持っていそうなルウドにすり寄り、酒を奢おごらせたり、博ばく打ちで持ち金を巻き上げようとかするはずだ。

　けれど誰もルウドに声をかけない。それだけでなく、それとなく席を離している。

「旦那、これでもう最後ですよ。明日シチューにしようと思ってたんですが、旦那のために奮発したんですからね」

　そう言いながら、亭主は鹿しか肉にくのステーキをテーブルの上に置いた。キノコを焼いたものが添えられていて、さらにこれでもかとばかりにジャガイモが盛ってある。

「ありがたい。良質なタンパク質は、最高のご馳ち走そうだ」

　ウラルは素直に感謝した。

『今回の戦いで負傷した兵、すべてを救いたかったな。ハッシュウィルの兵を含めて。だが俺は出で来き損そこないの神なんでね。一度に治せるのは、一人までだ。だから俺は医術をウラルの神官に教えた』

『死んだ神官は、優しい人だった……』

『そうだよ。素晴らしい神官だったな。流はや行り病で苦しんでいる村にも、自ら出向いた。自分に伝染することも恐れずに……彼は、病と闘う兵士だったんだよ』

　もっと心を開いてくれと、ウラルはルウドに語りかける。

　無事に連れ帰る。未来はあると約束したけれど、はっきり言ってウラルにも、ルウドの身を守りきれる自信はない。

　利用しているという罪の意識が、ウラルを苦しませていた。

『神様、別に俺は死ぬことなんて恐れてねぇよ』

『……すまない……俺の迷いに気づいたのか？』

　それとなく気づかせてしまったのだが、ルウドの反応は思っていたようなものではなかった。

　約束が違うと責められてもいいのに、ルウドはウラルを許したのだ。

『もし、生きて戻れたら、この頭を少し細工して、字が読めて書けるようにしてくれ』

『……そうだな……文字は読めたほうがいいだろう』

『死んだら……捨てていっていい……』

　レディ・サナは、すぐにルウドのことなど忘れる。それが何よりも悲しいという思いが、ルウドの中に渦うず巻まいていた。

『忘れないさ。うまくいったら、君はゴシュラムにとって英雄だ。皆が、君の勇気ある行動を讃たたえてくれる』

『覚えていてくれるのは、たった一人でいい……そう、たった一人でいいんだ』

　文字を教えることなどウラルにとっては簡単なことだ。けれどウラルは、あえて今教えないことにした。

　約束が果たされたその時に、叶かなえてやろうと決めた。

　最初に教える字は決まっている。

　レディ・サナ、その正しい綴つづりだった。
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　翌日、ウラルはついにハッシュウィルの首都を訪れた。

『ここがハッシュウィルの中心地か……上空から見るのとは、また違った感じだな』

　馬に乗ったまま、ウラルは周囲を見回した。

　整然としたゴシュラムの街とは、比較のしようがない。ともかく建物は好き勝手に建てられたとしか思えず、隣家との境界も曖昧だ。いつ建てられたのか、手入れされることもなく、どこも薄汚れて見える。

　ゴシュラムにもいかがわしい場所はあるが、裏町でひっそりと営業している。ところがハッシュウィルでは、いかがわしい店のほうが数が多く、まだ陽ひも暮れていないのに、女達は客の呼び込みに熱心だった。

「旦那、寄っていっておくれよ。女も男も選び放題だよ。安くしとくからさぁ」

　溢れそうな胸をした、太った女が声をかけてくる。かと思うと、瘦せた顔色の悪い女が、馬に縋すがりつきながら懇こん願がんしてきた。

「兵士の旦那。何か恵んでくださいよ。私の家に来れば、娘が相手するからさぁ」

　必死の形ぎよう相そうの女を振り切って、ウラルはさらに先に進んだ。

『思っていた以上にひどいな』

『だがこれがハッシュウィルだ。二年も不作になれば、食べていくことも難しい。土の中に潜もぐって石炭を掘るか、火やけ傷どだらけになって鉄を作るしか、金を稼かせぐ方法はない。女や子供にとっちゃ……わかるだろ』

『ああ、神様泣かせの街だな、ここは』

　城門が見えてきた。その辺りまで来ると、さすがに庶しよ民みんの建物は減ってくる。

『外濠の内側は、貴族の邸宅が立っている。城に入るには、さらに奥の内濠の城門を潜くぐらないといけないんだ』

『ここじゃあ貴族も、濠の内側に住んでるのか？』

『それはそうさ。いつ襲われるかわからないからな。濠の中は、貴族が出し合った金で、雇われた私兵が守ってる』

　ウラルを連れたルウドは、堂々と最初の城門の前に立った。

「無敗軍団、小隊長のルウド・オザだ」

「身分を明かすものは？」

　門兵の問いかけに、ルウドはいきなり剣を抜いてみせる。

「おい、門兵、いつからここにいる。俺の顔も知らないのか？　ハイル殿下から、直に賜たまわったこの剣を見てもまだ思い出さないようなら……」

　激戦で刃こぼれしていたが、ルウドは剣の切っ先で門兵の髪を素早く切り落とした。

「し、失礼いたしました、小隊長殿。お通りください」

　門は開かれた。その中に入った途端、ウラルは外とのあまりの違いに驚いた。

　中は整然としていて、美しい街並みになっている。そしてどの家も贅ぜいが尽くされていて、見事な細工の施された馬車が走っていた。

『おい、これを見ていて、何も感じなかったのか？　あまりにも違いすぎるじゃないか』

『無敗軍団は城内の外れに、綺麗な宿舎を与えられている。炭たん坑こうのある山から来た俺にとっちゃ、それでも十分だったが……そうだな、こいつらの暮らしを支えるために、毎日穴を掘り続けていたかと思うと、腹が立つ』

　だが豪華な邸宅の中にも、明らかに荒すさんだものがあった。それは没落した貴族のものだろうか。

『王の不ふ興きようを買って、処刑された貴族の家だ。しばらくしたら、王の新しいお気に入りが、そこに住むことになるんだろうよ』

　ルウドはウラルの疑問に対して、すぐに答えてくれた。

『そういう父親の元では、ハイルがまともに育つわけはないな』

『噂だが……ハイル殿下は王位を手に入れるために、兄の王子達を殺したらしい』

『ああ、そりゃ噂じゃないだろう。きっとやってる。弟も殺してるってのは本当か？』

『アタカン王の子供は、みんな長生きしない……それは事実だ』

　ウラルはすっかり気分が滅め入いってきてしまった。

　人が人を殺すことを第一の罪と定めたが、その中でも肉親間の殺人は、より気持ちを重くする。

　飢えや病に苦しんでいた時は、何とか家族で身を寄せ合って生きていた人間が、豊かになった途端に、欲望のために殺し合うことになるとは恐ろしいことだ。

　暗い気持ちで進むウラルの前に、第二の城門が聳そびえていた。

『こうなったらさっさとやることをやって、ゴシュラムに急いで戻ろう。こんなところにいたら、俺の神様精神までがたがたになりそうだ』

『こっちの城門は厳しい。覚悟しておけ』

　ルウドは馬を下り、手た綱づなを引いて門兵に近づいていく。

「無敗軍団、ルウド・オザ小隊長だ」

　門兵に名乗ると、四人の門兵は槍やりを構えた。

「ルウド・オザ小隊長は、戦死したはずだ」

「不審に思うなら、無敗軍団の者を呼べ。ハイル殿下より賜った剣を預ける」

　柄えのところに海神の紋章が刻きざまれた剣を、ルウドは差し出した。

　ここにはここの決まり事がある。だからウラルはすべてルウドに任せて、おとなしくしていた。

　街中が何だか異様なにおいに包まれている。それが戦死者を焼いたものだと、ウラルもやっと気がついた。

　疫えき病びようが流行った年に、大勢の病死した人間の遺体を火か葬そうした千年も前の情景が、そのにおいによって蘇ってくる。

　だがこれだけ戦死者を出しても、ハッシュウィルの城下に兵はまだ大勢いた。ハッシュウィル王は国費の大半を、軍事費に充てているのに違いない。本来なら農業や土地の開拓に充てるべき若い労働力の大半を、軍人に仕立ててしまったようだ。

　戦のなかった時代が何年も続いてきた。そのためにゴシュラムを始めとする近隣諸国では、王を守る騎士団と、僅かの国兵がいるに過ぎない。

　その国兵といえども、各国間の紛争もないことから、普段は自国の警備のために働いていた。

　そして騎士は、独特の発達を遂とげている。

　常に王と共にあり、王を守り国を守るのが騎士の信条だ。そのために武術の腕を磨みがき、教養も身につける。優れた騎士は名誉を与えられ、平民でも貴族同様の扱いを受けた。

　騎士はただの兵とは違う。

　騎士という仕事をしているのではない。

　修行を積み、騎士という特別な存在になるのだ。

　それは武力抗争もない、平和な世界だからこそ生かされるものだった。

　ハッシュウィルにはもう騎士はいない。金を貰って権力者のために働く、兵しかいないのだ。

　忠誠だの信義だの、面倒な約束事もなく、金のために働く。そして雇こ用よう主ぬしを裏切れば、待っているのは死だけだった。

「小隊長、無事だったか」

　城門の内側から、大柄な髭ひげ面づらの男が出てきた。そしてルウドを見つけると、手を差し出して握ってきた。

『死んだはずじゃなかったのか。ぴんぴんしていやがる。今までどこに隠れてたんだ、この臆おく病びよう者もの』

　咄とつ嗟さにその男の考えていることが、ウラルとルウドに伝わってきた。

「いやぁ、無事で何よりだ」

　表面上は笑顔で、ルウドの無事を喜んでみせるのがおかしかった。

「国境付近に隠れて、敵情を視し察さつしてきました。報告があります。隊長、王に謁えつ見けんできるようにお取り次ぎください」

『謁見だって？　この野郎。点数稼ぎをするつもりか？　まさか隊長の地位を狙ってんじゃないだろうな』

「いきなり何だ。何があったのか、まずは俺に話さないか？」

　まるで同時に同じ声が話しているように、本心と表面上の言葉が聞こえてきて、ルウドは戸と惑まどった。

『自分だけおいしい思いをしようってんじゃないだろうな。勝手に謁見なんてさせるもんか』

「王は今回の作戦の失敗で、かなりご不興のようだ。下手に刺激してもいけないし」

　ルウドはどっちの声が本当なのか、混乱し始めている。そこで素早く、ウラルが前に出た。

「王以外の誰にも、話せる内容ではありません。ハイル殿下にすら、内密に……。今、伝えておかなかったら、後ほど大変なことになるかもしれません」

　早口でウラルは、隊長の手を握ったままで言った。

『謁見させないとまずいかな。だがこんな炭坑出身の田舎者に、むざむざ出世の機会を与えてやるのも腹が立つし』

「隊長……私を連れていけば、後ほど隊長の評価も上がります」

『そうかな……王の心証をよくしてもな、俺は無敗軍団だし。ハイル様に睨にらまれてもまずいんだよ。ここんとこ王とハイル様は、険悪な雰ふん囲い気きだし』

「王に気に入られれば、次は国軍の隊長ですよ……無敗軍団のように小さな隊じゃない。ハッシュウィルの軍すべてが思うように動かせます。ほらっ、隊長、だから王に会わせないと」

　ウラルの言葉は、魔法のように隊長の心に染み込んでいく。

「そうだな……ああ……そうだ。うむ、ルウド、ついてこい。謁見の許可を得られるように、手てはずを整えてやる」

　隊長はウラルに心を繰られたことなど、まるで意識することなく城内にルウドを伴って入っていった。

『どんな手を使ったんだ？』

　ルウドに訊かれて、ウラルはとぼける。

『神様にしちゃ、けちな力だろ？　でも俺は、友達には決してこの手は使わない。君にもしてないだろう？　お願いはしたけどな』

『そうだな……あんなことはされたくないよ』

　王の謁見の間の前で、ルウドは待たされることになった。

　隊長の言葉を、王が本気になって聞くか疑問だ。もし王が出てこなかったら、こっそりと王の私室まで忍び込まないといけない。

『説得しても聞く様子がなかったら、最悪の時は、王の体を乗っ取る……』

『あんた、この国の王になるつもりか？』

『時間をかけてでも、この国を再生させたい。この国の惨さん状じようを、黙って見過ごすことなんてできるか』

『あの王が、黙っていいなりになるとは思わないが、あんたは神だから、そんなこともやっちまうのかな』

　無理やり相手の人格を乗っ取るような真ま似ねは、本当ならしたくない。だがこの際、それが一番手っ取り早く思えた。

『ルウド、王が出てきたら、手が届くくらい近くにいてくれ。うまくいかなかったら、君に戻ってすぐに逃げ出すかもしれない』

『神様でも弱気になるんだな』

『ああ……なるよ。それには理由がある。悪い予感ってやつがするのさ』

　その時、王が謁見の間に姿を現した。

　ハッシュウィル王アタカンは、かなり背の高い男だ。眼がん光こうは鋭く、そこにいるだけで他を威い圧あつする。

　執務をしている時間なのに、その体からは酒の匂いがして、ウラルは嫌な気持ちになった。

『昼から酒さけ浸びたりか。威厳を保っているが、俺は騙だまされない。恐怖と猜さい疑ぎ心しんで、中身は真っ黒って感じだな』

「どのような情報を持ってきた？　聞いてやるぞ」

　尊大な口調で言うと、王は椅子に座ることもせず、ルウドを手招きする。

「申し上げます。聞かれたくない話なので、お側に寄ってもよろしいでしょうか？　剣はすでに入り口で渡しました」

「無敗軍団の兵を、私が恐れるとでも思ったのか」

　アタカンは嘲ちよう笑しようする。背後には剣を手にした側近が、二人控えているし、ルウドは甲冑も身につけず、武器も持っていない。問題はないと思ったのだろう。

「ゴシュラム軍の内部情報です……それと……ハイル殿下の……」

　最後のほうは小声になっていた。けれどアタカンは、その名前を聞いただけで顔色を変えた。

「ハイル殿下は……王の命を」

「そんなことはとうに知っている。そのためにまさか、ゴシュラムと手を組んだとでも言うのか？」

「はい……実は……」

　ウラルはアタカンにかなり近づき、ついに移動を開始した。

緑色の煙のようなものが、素早くルウドの耳から出てアタカンの耳に入っていく。

『うわっ、凄いことになってるな』

　アタカンの中に入った途端に、ウラルは本来感じることのない寒気を感じていた。

『おまえは何者だ。さてはハイルが雇った魔導士だなっ』

『いや、あんたの国に滅ぼされた、ウラルの神だ。とりあえず和平交渉にやってきたんだが、落ち着いて話を聞く用意はあるか？　この感じじゃなさそうだな』

　驚くことにアタカンの心を占めているのは、息子のハイルに対する恐怖心だった。無敗軍団を弱体化し、ゴシュラム侵攻の失敗で、ハイルがもっと弱体化するかと思ったのに、今では国軍を乗っ取ろうとしている。

　そのことでアタカンは、いつ、どんな口実を設もうけてハイルを処刑しようかと、そればかりを考えていたようだ。

『子殺しは罪深い。やめておけ』

『親殺しはもっと罪深いだろう？　そうは思わないか』

　酔っているせいだろうか。アタカンは狼狽えることなく、ウラルを受け入れていた。そして黒々とした負の感情の底から、救いを求める気配が立ち上ってくる。

　アタカンは、実の息子に殺されるのではないかと、怯えながら生きることに疲れていたのだ。思っていたよりいい反応だ。話しかけていけば、改心する余地がある。

　そう思った時、側近がいきなり近づいてきて、アタカンの体に剣を突き立てた。

『えっ、おいっ！　そりゃないだろっ！』

　喉のどを一瞬で搔き切られた。

　それと同時に、アタカンの魂は吹き飛んだ。

　ウラルは死んだ生き物の中にはいられない。

　すぐにアタカンの体を修復したくても、もう一人の側近が背後から心臓めがけて　剣を突き入れたから、もはやウラルにも助けることは不可能だった。

　すぐにウラルはルウドの体に戻り、そのまま逃げ出そうとした。

　その途端、走るべき床がなくなり、ルウドの体は床下に隠された穴の中に、真っ逆さまに落ちていた。

「近づくなっ！」

　穴の深さは、背の高い男の身長二人分くらいはありそうだ。声が聞こえたので顔を向けても、見えるのは謁見の間の天てん井じようだけだった。

「私以外は、決して近づいてはならぬ。やつは魔物だ。すぐに心を支配されるぞ」

『あの声はハイル……あーあ、神様、まーた失敗しちまったよ。やられたな』

『ああ、驚いた。こんな仕掛けがあるなんて、何年もこの城にいたのに知らなかった。すまなかったな、神様』

　ルウドに謝られて、ウラルは苦笑する。

『なっ、これで俺が出来損ないの神様だってのが、よくわかっただろ。こういう事態を予測することもできなかったんだから。迷惑掛けて悪かったな、体は痛まないか？』

　ウラルは優しく、ルウドの身を心配してやった。

『大丈夫だ。もうかなり回復しているんだな。あの高さから落ちたのに、足も痛まない。だがせっかく治してもらった体なのに……このままじゃ……』

　死の恐怖が、ルウドの中に広がる。けれどすぐに諦めに変わった。

　壁には、手をかけられそうな突とつ起きなど何もない。もし驚異的な力で飛び上がっても、そこには剣を構えた側近が二人待ちかまえている。

　戦いたくても、武器は何も持っていなかった。

　その時、穴の入り口にちらっと人影が見えた。

『ハイル……』

「王は異国の魔物に、魂を乗っ取られた。ゆえにやむなく殺すしかなかったんだ」

　相変わらず、ぞっとするほど冷たい美び貌ぼうの悪魔は、穴の底のルウドを見下ろして笑って言った。

「どう思う？　私のしたことを？」

「……口実を与えちまったってことか」

　ウラルの答えに、ハイルは体を揺らして笑った。

「耳から人の中に入るのか？　それは知らなかった。無敗軍団の生き残りの体を使ったようだが、失敗したな」

「まぁな。こんな落とし穴があるなんて、知らなかったからさ。これなら鼠ねずみにでも入って、王の部屋に直接忍び込めばよかったな」
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　いや、どんなことをしても、ハイルはアタカンの人格が変わったと悟さとった時点で、アタカンを暗殺しただろう。

　父親すら平然と殺す。

　そういう男だとわかっていたのに、ウラルはやはり自分の考えが甘かったなと反省していた。

　人間は善なるものだと、ウラルは信じたかったのだ。敵は殺せても、家族は殺せない。それが血の絆だと思っていたが、神のいなくなったこの国では、もはやそんなウラルの考えも通じなくなっていたのだろう。

「どうする？　神を名乗るのなら、ただちに奇跡を起こして、そこから脱出してみせたらどうだ？」

　すでにハイルは、ウラルの弱点に気がついているようだ。

　生きたものにしか寄生できない。そして寄生したものに対しては様々な奇跡を行えるが、超常的な魔力は持たないと知っている。

「できないのか？　ウラル神……」

「俺が誰か、知っていてくれて嬉しいよ。できれば借りていたこの男の体だけは、自由にしてやってほしいが、お前にはそんな情けをかける心なんてものはないだろうな……」

「ああ、ない。一度でもウラル神の洗礼を受けた兵になど、かける情けはない」

「そうだろうな。父親を殺しておきながら、笑っているような男だ」

「本当にいい口実を与えてくれて、感謝している。その返礼として、命だけは助けてやろう」

　そこでハイルは、さらに声を出して笑った。

「ただし水と食べ物を与えるような、優しいことまではしない。何日生きられるのか知らないが、穴の底で残された生を楽しむといい」

「あっ、そう。そりゃご親切にどうもね」

　ウラルも虚しく笑った。

「元どおりに閉めろ。いいか、何があっても近づくな。体が完全に腐くさるまで放置しろ。しばらくこの部屋は封印する」

　ハイルの命令で、穴の内側に下がっていた、これまで床だった部分が引き上げられ、音を立てて閉じられた。

　途端に中は真っ暗になってしまった。

『最悪だな。飢え死にさせるつもりらしい』

「いっそ斬きり殺されたほうがましだった」

　もう誰に聞かれる心配もないと思ったのか、ルウドは声に出して言う。

『諦めるな。これで終わりってこともないさ』

「慰めてくれなくていい。他に使える手はないんだろ？」

『ないこともない。あまり使ったことがないんで、ちょっと自信はないけどな』

「そうか、じゃあ頑張ってみてくれ。どうせ一度は死んだも同然の体だ。どうなっても、俺は構わないから」

　ルウドは膝を抱いて、壁に沿って蹲うずくまる。ウラルにとって何よりありがたいのは、ルウドがすでに達観していて、この期ごに及んで暴れたり、泣きわめいたりしないことだった。

『神様なんてものが本当にいるなら、この出来損ないの神様にも力を貸してくれ……俺に力があるうちに、どうにかしたいんだ』

　ウラルに入られたことで、ルウドの消耗も激しい。このままではウラルは、ルウドの命を食べて生きていくことになってしまう。

　小こ賢ざかしい人間もいるものだと感心した。

　ただ肉体の苦しみを与えて殺すのではなく、大切な仲間を食い殺していくという、罪の意識をウラルに与えようとしているのだから。








◆◆◆






　船は一日かけて、ハッシュウィルの港に到着した。ハッシュウィルの港こう湾わんの役人が、まず荷の点検のために乗船してくる。この時に賄わい賂ろを摑つかませれば、荷の点検はいい加減ですませてしまうらしい。

「で、ザルセンの旦那。荷は何ですかね？」

　役人はまだ若いバズが、偉そうにしているのが気にくわない様子だった。

「見てくれ……いい女だろう。王の後宮に入れようと思ってね」

　バズは小声で言いながら、ちらちらとレディ騎士に目を向けている役人の懐ふところに、砂金の袋をねじ込んだ。

「なるほど、ありゃ上玉だ」

　途端に役人は表情を崩くずし、いい加減に荷を点検すると、上陸許可の書面をバズに渡した。

「この規模の商船だと、街に入れるのは五人までですよ。もっとも帰りは四人になっちまうだろうが」

　役人は上陸許可を与えた五人の名前を、すらすらと帳面に書き写した。

「えーっと、ザルセンのハッサン、以下、ウル、ドーゴ、ドジュ、紅姫と……あとの船員は、船で待ってるように」

　すぐに役人は船を下り、次の船へと向かう。一日に何なん隻せきもの船を点検すれば、いい小遣い稼ぎになるからだ。

　そのお陰で、船倉に隠した武器を見つけられることはなかった。

「すぐに戻る。いつでも出港できるように、準備だけはしておいてくれ」

　ゴート王は船員のふりをしている、近この衛え騎士団に向かって命じた。

「陛下、危険な目に遭われなければよろしいが」

　近衛騎士団は心配しているが、ゴート王は安心させるように、笑顔でその肩を叩く。

「ゴシュラム騎士団の最強の仲間達がいる。安心していい」

　いかにも金持ちのザルセンの商人、ハッサンを守る形で一行は出発する。馬車を借り、御ぎよ者しや台にはジュードとゴート王が乗り込んだ。

　シーナは馬車から外に目を向ける。港から首都へと向かう道の周りは、どこも荒こう涼りようとした風景が続いていた。

　道は平へい坦たんではなく、ところどころ大きな窪くぼみがあったり、荷から落ちた石炭が散らばっていた。

　レディ騎士は薄いショールで顔を覆おおい、大きめのマントに身を包んでいるが、やはり寒そうだ。

「レディ騎士、寒いんじゃないか？」

「心配しなくていい。足がすーすーするドレスよりはましだ」

「想像していたより、ずっと荒れている。バズ、ハッシュウィルがこんな国だって知ってた？」

　積み荷の中にあった香辛料の見本を手にしたバズは、くんくんと匂いを嗅かいでいたが、シーナに訊かれて考え込む。

「うーん、そうですねぇ。うちの宿屋には、よく商人が泊まりに来てたから、噂はいろいろと聞いてましたけどね。本当に目にすると、また何か、特別って感じですよね」

「どんな噂を聞いた？」

「ハッシュウィルでは、盗んだ人間じゃなくて、盗まれた人間が悪い。騙した人間より騙された人間のほうが悪い」

「何だ、それはひどいな」

「ゴシュラムの人間には信じられませんが、逆にザルセンの商人は、そんなハッシュウィルの盗人から盗み、詐さ欺ぎ師しを騙すそうですから」

　馬車は怪しまれない程度に、急いで進む。もうウラルは着いているはずだ。うまく城で出会えるといい。

　そう思っていたシーナは、首都の街が近づいてくると、バズの言っていた冗談が、冗談ではなかったことに気がついた。

「バズ……これは本当に警護の者を側に置かないと、危ないことになりそうだ」

　眼光の鋭い、怪しい男達がたむろしている。街中では怒声が響き、悲鳴も聞こえた。

　こんな街では、女や子供、それに老人はとても一人では歩けない。

　馬車に乗っていても、じろじろと中を無ぶ遠えん慮りよに覗き込んでくる。隙すきあらば、積み荷を奪おうとしているのが明らかだった。

　こんな街中でも、堂々と歩いているのは兵士だけだ。

　ところがシーナ一行が、貸し馬車屋に馬車を戻している間に、兵士達の様子がおかしくなってきた。休戦中だったので、街でのんびりと飲んだり、娼しよう館かんに居座っていた兵士が、城に急いで戻っている。

「何かあったんだろうか」

　城門が開いている。そこで五人は、中に入れてもらおうと近づいていった。

「すいません、ザルセンの商人なんだが、王に貢ぎ物があってやってきたんですが」

　バズが遠慮がちに声をかけると、門兵はその体を突き飛ばして冷たく言った。

「今から城内には、誰も入れん。とっとと帰れ」

「そんな……父が王に約束した貢ぎ物を献けん上じようしに来たんです。渡さなかったら、わたしゃ殺されますよぅ」

　バズは必死になって訴える。

　すると門兵は、辺りを窺うかがうようにして早口で言った。

「貢ぎ物ってのは、その女か？」

「はい……」

「だったら諦めて、その辺の店で売って帰りな。王は……亡くなられた」

「えっ！　亡くなったって、いつ！」

「新王のハイル様に貢ぐつもりなら、そっちのガキにしろ。女には興味はないみたいだから」

　シーナを示してにやっと笑うと、門兵は声を上げて叫びだした。

「門が閉まるぞ。兵はただちに帰城しろっ」

　甲冑も纏わない姿で、兵が慌てて城内に駆け込んでいく。まだ門に辿たどり着かない者もいるというのに、残酷にも巨大な城門は、ギーッと音を立てて閉まった。

「王が死んだ……ウラルが何かしたんでしょうか？」

　ゴート王の腕に縋って、シーナは動揺する心を何とか抑えようとした。

　遅かったのだろうか。ウラルはアタカンとの交渉に失敗し、殺されてしまったのかもしれないと思うと、閉まっている城門をこじ開けて、中に飛び込みたくなってくる。

「遅かったのだろうか。神のことだ。何ものかに姿を変えて、すでに逃げ出したかもしれない」

「だといいけれど……おかしいんです。何だか不安で……」

　シーナはじっと城門を見つめる。

　どうしてもそこからウラルが逃げ出した気がしない。

「ついにハイル王子が王位に就いたか……」

　ゴート王は悔しそうに唇を嚙かんでいた。

「アタカン王となら、交渉の余地もあるかと思ったが、ハイルとは無理だ。全面戦争になるのは避けられない。私がもっと早くに、アタカン王と和平交渉の場を持つべきだった」

　死んだアタカンが、本気でゴシュラムを攻め落としたかったのかは、今となっては謎のままだ。

　あるいはハイルにすべてやらせて、戦地でハイルが死ぬことを、アタカン王は願っていたのかもしれない。

　死地に追いやり、激戦で無敗軍団が疲弊し、ハイルも死ぬ。その後でアタカン王は、何事もなく近隣諸国との和平に応じる。

　それだったら自分の手を汚さず、王位を狙う邪魔者のハイルを消すことも可能だ。

　ハイルは大勢の兵を失ったが、自身は無傷だった。

　敵を前にしながらさっさと逃げ出したのは、あるいはハイルが父の考えを読んでいたからかもしれない。

　ゴシュラムを攻め落とすことに成功すれば、ハイルの権力は国内でますます強まる。けれど失敗した。それを口実にして追い落とされる前に、ハイルは逆にこの機会に王を殺し、王位に就こうと考えていたのだろう。

「陛下。我々はハイルに、いいきっかけを与えてしまったのかもしれません」

「うむ、そうだな。アタカン王は放ほう蕩とうの限りを尽くした、浪費家だった。ハイルは、これまで王のために使われていた国費を、すべて軍に投じるだろう。ハイルは……本気で、すべての国に侵攻を開始するつもりだ」

「ウラル……」

　神のあなたにも、この事態を止めることはできなかったのねと、シーナは城門の内側に、まだいるだろうウラルのことを思った。

「作戦変更だ。今ならまだ、城に戻れなかった兵がうろついている。彼らの甲冑と剣を奪い、兵のふりをして中に忍び込む」

　いきなりのゴート王の提案に、城門の前で呆ぼう然ぜんとしていた四人は活気づいた。

「さすがです、陛下。簡単には諦めませんね。ハイルを狙いますか？」

　ジュードに訊かれて、ゴート王は眉を寄せた。

「そこまでやれる機会に巡り合えればな。だが無理はしない。深追いして、自分達の命を危険に晒すわけにはいかない。なぜなら、ここにはこれからハッシュウィルと戦うために、手を組まねばならない王が二人もいる……」

　ゴート王はじっとシーナを、信頼の籠もった目で見つめた。

「アレン王、これは貴殿の国の神が与えた試練なのか？　改めて約束する。運命を受け入れ、共に戦うと」

　シーナの手を取り、ゴート王は力強く言った。

「もうゴシュラム一国の問題ではない。ウラルの神を取り戻し、ザルツやシェルランド、それに時によってはザルセンにも援助を願って、戦っていくしかない。そしてハイルを排はい斥せきし、新たに人望のあるハッシュウィル王を立てるべきだ」

　王としての考えを示されて、シーナは頷くしかなかった。

　ウラルを取り戻したら、アレンがあんな状態のままでもいい。やはり一度、自国に戻ろうと思った。

　それには急いだほうがいい。今ならアタカン王の死によって、ハッシュウィルの軍も動揺している。

　アタカンがどんなに非道な王でも、側近として仕えていた者は大勢いたはずだ。それらアタカン派を、今からハイルはすべて排除するつもりだろう。

　そうなったらハッシュウィルは、恐ろしい血の海と化す。不信感と動揺が、ハッシュウィル軍の内部にも広がるはずだ。

　粛しゆく正せいの間に、シーナは自国を取り戻そうと決意した。

　そのためにも、これ以上の無理はできない。あるいはウラルのことを、諦めねばならないことにもなるのだろうか。

「夜までに、兵の甲冑と剣を調達だ。場合によっては……略奪も許可する」

　正義を重んじるゴート王としては、苦渋の選択だろう。

　けれど誰も反対する者はいなかった。
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　美しい女が、微笑んでいた。異国の衣装を身に纏ったその姿は、若い兵士にとっては実に魅力的だ。

「お城に戻れなかったの？　どうせお城に入れないなら、少し、私と時間潰つぶししない？」

「金はそんなに持ってないんだが」

「いいのよ。私も、ハッシュウィルの後宮に入ろうと思って来たんだけど、当てが外れてお金がないの。宿代だけでも払って」

「そうか、そりゃ大変だね」

　兵はにやにやとしながら、女が導くままに宿屋に入っていった。宿代ですむなら、こんな幸運なことはない。深ふか酒ざけしすぎて城内に入れなかったが、そのお陰で得をしたと思った兵士にとって、幸福はそれほど長くは続かなかった。

　部屋に入った途端に、女はいきなり兵士の顔を、信じられない力で殴なぐったからだ。

　どんっと音を立てて、兵士は床に転がる。するとバズが、勢いよく着ているものを脱がせにかかった。

「ラウル、どうだ。この兵の体つきは、ちょうどいいだろう？」

　すでに部屋の隅には、裸はだかにされて縛られた兵の姿が四人分転がっていた。腰に手を当てたレディ騎士は、猿さるぐつわをされてうんうん言っている兵を見下ろし、ふんっと鼻先で笑う。

「男というのは、何て単純な生き物なんだ」

「それにしても、あれはないと思う。俺にもあんな顔して、誘惑してきたことなんてないのに、あれは俺のジョージアじゃない……」

　ハッシュウィルの兵から奪った甲冑を身につけながら、ジュードはぶちぶちと文句を言っていた。

「ふむ、女には別の意味で武器があると、レディ教育をしてくれた女性が言っていたが、こういうことだったのだな」

　全員の分が調達できたので、役目も終わったと思ったのか、レディ騎士も着替えようとしたが、ジュードがまだじっと自分を見ていることに気がついて手を止めた。

「その男を縛ったら、ラウルを除いて、部屋を出てほしい。着替えたいので」

「どうしてラウルはいいんだよ。俺には、ちらっとでも見せてくれる気はないんだな」

　またジュードがぶちぶちと言いだした。

「また鼻血を出したいのか？　だったらこの男のように、顔を殴ってやるが。そのほうが早くないか」

「何だよ、いつからこんなに俺に対して冷たくなったんだ。この間はいい雰囲気だったのに」

「いつの話だ。さっさと出ろっ」

　レディ騎士に蹴け飛とばされて、ジュードはゴート王と共に、渋々と出ていく。バズは裸に剝むいた兵士に猿ぐつわをし、両手両足を縛ってから、シーナに向かって微笑んだ。

「どうやらレディ騎士は、メイデン子爵だけは男と思ってくれてないみたいですね」

「ああ……そうだな」

「それじゃ俺様も男扱いされたので、お先に失礼」

　レディ騎士は、うんうん唸うなっている兵の頭上から、ベッドにあった毛布やシーツを被かぶせてしまう。そして見られなくなったと知ると、堂々と着替え始めた。

「ラウル……遠慮することはない。同じ……女同士だから」

「……」

「からくりはもうわかっている。神の力がないと、ラウルにはなれないんだろ？」

「どうして……」

　レディ騎士に気づかれた。しかしシーナは、気づかれたことすらわからなかったのだ。

「どうしてそう思うんですか？」

「女は男より観察力が鋭い。それだけのことだ。あっ、失礼……あなたに対しては、大変失礼な口の利きき方をしている。状況が状況だけに、非礼をお許し願いたい」

「そんなことは気にしないで」

　シーナもおずおずと着ているものを脱いだ。

　胸にはタオルが巻かれている。それでもよく見れば、女の体をしているのは明らかだった。

「神がいないのに、ラウルのふりをしているのは辛つらいだろうな。陛下も鈍にぶい男だ。未だに気がつかないなんて」

「でもそれで助かっているの。陛下は私がシーナだと知ったら、保護者の立場になってしまって、すぐに戻ろうと言いだすと思うわ」

「それは……そうだろうな」

　兵が着ていた羊毛の下着は、いつ洗ったのかと思うほど臭くさかった。レディ騎士はそれを手にして、うっと呻く。

「こんなものを着なければいけないとは。もう少し清せい潔けつそうな男を選べばよかった」

　レディ騎士の様子に、シーナは思わず笑ってしまった。

「ジュードはたいしたものだわ。あなたに恋しているのに、ちゃんと騎士として対等に扱っているもの」

「それができない男には、私に恋する資格などない。そういうことです、姫」

「……レディ騎士……」

　臭い下着を我が慢まんして着たレディ騎士が、甲冑を着るのを手伝いながら、シーナは思っていたことをそのまま告げた。

「アレンは心が壊れていて、まだ戻らないの。私、アレンが戻るまで、ウラルの力を借りて、二役を続けないといけない。どうか、このことは誰にも……」

「話すつもりはないが、姫。お願いが」

「何かしら」

「国にお戻りになるつもりは？」

「あるわ。そうね、ウラルがいたら、すぐにでも」

　ウラルの緑色の旗の下に集まった、ウラル騎士団を連れて戻ろう。そして自ら剣を手にして戦い、城と国を取り戻すのだ。

　それが今のシーナの望みだった。

「では、姫。私を姫の第一騎士として雇ってはいただけないだろうか」

「……レディ騎士……」

「ゴート王は尊敬に値あたいする王だと思うが、すでに優秀な騎士を何人もお持ちだ。それより……失礼だが、姫はかつて自国を急きゆう襲しゆうされた時、大勢の騎士を失ったことと思う。今は一人でも多く、騎士を抱えたい時ではないだろうか」

「おっしゃるとおりよ。私達を逃がすためにも、何人もの騎士が犠ぎ牲せいになったわ。でも、レディ騎士、あの、十分な報酬を支払えないかもしれない」

　国を取り戻し、かつてのような豊かさを取り戻すのに、どれだけ時間が必要だろう。そして侵略され、荒れた城を元どおりにするのには、いくら予算が必要なのか。

　騎士達に十分な報酬を支払える時は来るのか、今のシーナにはわからない。

「報酬は望んでいない。それより名誉が欲しい。私は騎士だから……」

「そんな……」

「案ずることはありません。我が父は、かなりの資産家なので」

　今度はレディ騎士が、シーナが甲冑を纏うのを手伝う。近づいた時に、レディ騎士は笑った。

「当家の馬香油をお使いいただき、ありがとう」

「そうね。レディ騎士の家は、資産家だったわ。でも、あなたがウラルについてきたら、ジュードはどうするかしら。私は同時に、二人の赤髪の騎士を雇い入れることになるの？」

「さぁ、それは……どうだか」

　だがジュードは、何があってもレディ騎士についてくるだろう。

　ジュードが求めているのは、報酬でもなければ名誉でもない。ただ、レディ騎士の愛だけが欲しいのだから。

「アレン王のことは、ご同情申し上げます」

「ありがとう……いつかきっと戻ってくるわ。そう信じているの」

　少しずつだが、戻ってきているように思う。

　だからこそ今、助けてくれるウラルを失うのが怖いのだ。

　その時、シーナは目の前が真っ暗になったような気がした。

「嫌だ、立ちくらみ？」

　でも気分は悪くない。おかしなもので、暗くなったと同時に頭の中で声が聞こえた。

『謁見の間だ。落とし穴。助けてくれ』

「ウラル？」

　シーナは急いで部屋を見回した。だがそこにいるのは、縛られて気を失っている兵だけだ。

　中には意識を取り戻しかけた者もいるが、低く呻いているばかりだった。

　では鼠、鳥、ウラルが寄生できそうなものをシーナは必死で探す。けれどどこにもそんなものはいなかった。

「もしかして閉じ込められているの？　ウラル？」

　けれどウラルの声は、幻まぼろしのようにすぐに聞こえなくなってしまった。

「まだ消えていない。どこかにいる。謁見の間、落とし穴っていったい……」

　ウラルからの声に耳を傾けていたシーナに、レディ騎士は怪け訝げんそうな目を向ける。

「何か？」

「あれはきっとウラルだわ。ウラルが呼んでいる。だけどどうやって、王の謁見の間まで行けばいいのかしら」

「兵の姿をしているのだから、堂々と正面からというのは無理だろうか」

「今は警戒中、厳しそうだわ」

　難題に答えは見つからないが、ともかくウラルが消えてはいないことだけが、シーナの希望となった。

「急ぎましょう。いる場所はわかったんですもの」

　二人は兜かぶとを被り、それぞれの金と赤の髪を隠す。そして城に向かうべく、部屋を後にした。
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　城門の前では、入りそびれた大勢の兵士達が、入れてくれと門兵に交渉していた。

「招集の鐘かねは鳴らしたぞ。間に合わないお前らが悪いんだ」

「入れてくれよぅっ。俺達はまだハッシュウィルの兵として、戦う気持ちはあるんだから」

「うるさいっ。誰も入れるな、誰も出すなとの命令なんだっ」

　門兵は槍を向けて威い嚇かくする。けれど思ったより兵の数が多く、今にも自分が襲われそうで、門兵は緊張していた。

「いいか、無理に通っても、処罰されるだけだぞっ」

　キーキーと喚く門兵の顔色が、次の瞬間変わった。いったい何があったのだろうと、門兵の視線の先を追ったシーナは、あっと短く叫んでいた。

　真っ黒の大きな狼を引き連れた男が、ゆっくりと近づいてきている。その顔にシーナは見覚えがあった。

　ハイルに雇われて、アレンを攫った狼使いのアゼルだ。

「なぜ……こんなところに。またハイルに雇われたんだろうか」

　シーナは隣にいたジュードの腕を引きながら言った。

「どうかな。ハイルにとっちゃ裏切り者だろ」

　何のために来たのかわからないが、アゼルも城に入りたがっているのは確かだ。

　アゼルが近寄ると、門兵はがたがたと震えだした。

「門を開けてくれ」

　地獄の底から響いてくるような低音で、アゼルは門兵に命じる。

「だ、駄目だ。誰も入れるなと命じられたぁ」

「城の中にいる友人から、呼ばれてるんでね。門を開けてほしいんだが」

　アゼルに見つめられ、強く命じられると、意志の弱い人間はすぐに従ってしまう。それゆえにこの流れ者の剣士は、魔導士とも呼ばれていた。

「開けろ……いいな……」

「は、はいっ」

　門兵はついに、城門を閉ざしていた鎖くさりに付けられた、錠じよう前まえに鍵かぎを差し込んでいた。

　兵達の歓かん声せいが沸き上がる。そして鍵が開けられると、鎖を皆で引っ張って外し、城内になだれ込んでいった。

「アゼル」

　すぐにシーナは、堂々と狼を連れて入っていくアゼルの後を追った。

「何のためにここに来た？　ハイルにまた神退治を命じられたのか？」

「んっ……おまえらも呼ばれてきたんだろう？」

「えっ……」

「謁見の間。落とし穴だ」

「あっ！」

　やはりあれは幻げん聴ちようではなく、ウラルからの伝言だったのだ。

「妹か？　女のくせに、勇気があるな」

　アゼルはそれだけ言うと、もうシーナには関心などないというように、歩き始める。

　五人はアゼルの後に従った。なぜなら誰も、この城の謁見の間がどこにあるのか知らなかったからだ。

　城門の中と外では、こんなに違うものなのかと最初は驚いていたシーナだったが、そのうちにとんでもないことに気がついた。

「あんなところに人が……」

　立ち並ぶ豪邸の二階テラスから、縄なわで縛られた人が吊つり下げられている。よく見ると縄は、喉に回されていて、吊つるされた人々はすでに死んでいた。

　ハイルの粛正が、ついに始まったのだ。

　まだ殺さつ戮りくは終わっていない。方々で悲鳴が上がっている。助けに行きたいシーナだったが、ゴート王がその腕をしっかり握っていた。

「ここで一人を助けても、我々が危険になるだけだ。辛いだろうが、耳を塞ふさげ」

「……はい……」

　邸内から逃げ出した貴族を、無敗軍団が追い詰めて斬り殺す。戦場で起こっているようなことが、自国の城内で繰り広げられているのだ。

　門を閉ざしたのは、外からの人を入れないためではない。ハイルが殺すと決めた人間が、逃げ出さないようにするためだったのだ。

　城内に続くもう一つの城門は、開け放たれていた。そこから無敗軍団の兵が、全身から血の臭いをさせながら城内に戻っていく。きっと始末しろと命じられたことの成果を、報告しにいくのだ。

「こっちだ。きょろきょろして歩いていると、疑われるぞ」

　普通の人間とは、明らかに能力の違うアゼルだ。誰に教えられたわけでもないのに、城内を真っ直ぐ進んでいく。

「でもアゼル。何でウラルを助ける気になったんだ」

　シーナは走るようにしてアゼルを追いながら、気になっていることを訊ねた。

「条件は、土地だ。ゾエラ山の麓ふもとの森を貰う」

「……ウラルと交渉したのか？」

「いや、今は恩を売るだけだ。いずれ土地で支払ってくれ」

　淡たん々たんとアゼルは言っているが、それだけで助けに来たわけではなさそうだ。

　あれだけ長い間ウラルと共にいたシーナでさえ、声は微かすかにしか聞こえなかった。

　けれどアゼルには、はっきりと聞こえたのだろう。だからアゼルは、こうして急いで駆けつけてきたのだ。

　自分を求められている。しかも人殺しの道具としてではなく、人助けの道具として。

　それが人とうまく交われない、孤高の男の魂に響いたのだ。

　そしてついに一行は、謁見の間に辿り着いた。
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　ルウドは不安になってきた。体内にいるウラルの反応が、どんどん微かなものになってきているのだ。

「神様、どこに行っちまったんだ？　まだそこにいるんだろう？」

『ああ……慣れないことをしてるから、エネルギー不足なんだ』

「だったら俺の体から搾しぼり取ればいい」

『……それはできない……』

　体から力を奪うどころか、逆にルウドは自分が力を与えられているような気がした。なぜならいつも空腹感で苦しめられているのに、ここに落ちてからは一度も空腹や喉の渇かわきを感じていない。

「神様、もしかしてあんた、自分の命を俺に分けてるんじゃないか？」

『気にするな……うまくすれば助けが来るはずだ。君だけでも生き残ればいい』

「よせよ。俺なんて生きている価か値ちもないような男だぞ。さっさと食って、自分の栄養にしろ」

『やだね。人を食う趣味はない。俺が好きなのは……ワイン。それに蜂蜜……』

　ウラルの気配が消えそうになった次の瞬間、ルウドの脳裏に不思議な水の都が広がっていた。

「ここは……」

『俺がいた世界だ。俺達は君らでいうところの、脳だけの生き物なんだよ』

「頭しかないのか？」

『この水の中には、命のもとが溢れている。そこにずっと浸つかっているだけなんだが、時々、体の一部を船に乗せて、外の世界に送り出すんだ。いろいろと調べるためにね。そして調べた知識を持って帰り、またみんなでそれを分け合う……』

「おいっ、しっかりしろよ。神様を名乗るものが、そんなに弱くてどうするんだ」

　ルウドは立ち上がり、壁を触れ回った。どこかに手をかける場所でもないかと探ってみたのだ。

　生き延びることを、半ば諦めてかけていた。だがそんなことではいけない。ともかくここを抜け出して、ウラルに力を与えてやりたい。そんな気がしてきて、ルウドはうろうろと穴の中を歩き回った。

『やめとけ。力がなくなるぞ』

「何もしないよりましだ……んっ？」

　その時、こつこつと天井を叩くような音がした。

「おいっ、誰かいるのか。いたら返事してくれ」

　ルウドは叫ぶ。するとはっきりとした声が聞こえてきた。

「待ってろ。すぐに開けるから……っていっても、どうなってんだ。継ぎ目がよくわからない」

　若い男の声だ。続けてガチャガチャとこすっている音がした。

「神様、助けだぞ。助けが来た。しっかりしろっ」

『ああ……わかってる。どれ、神様らしく、最後の力を振り絞って頑張るか』

　ルウドの手は、突然上に向けられた。それと同時に、指先から緑色の光が出てきて、落とし穴の継ぎ目部分を照らした。

『どうだ、神様らしい奇跡だろう。滅多にやらないことばっかりやらせるから、もうへとへとだ。そこにいるのはジュードか……』

「おっ、光が見えた。ここだな」

　剣の切っ先を入れて、どうにか開こうとしている。けれどなかなか開かない。と思ったら、低いがよく通る男の声がした。

「壁の隅に下がってろ」

　それと同時に大音響がして、天井の一部が崩れていた。

　剣で無理やり、継ぎ目に大きな穴を開けたのだ。さらに穴は広がっていく。床板を割って広げているのだ。

　人一人が通れるくらいになると、そこから謁見の間に吊されていたカーテンと思われるものが、ずるずると下がってきた。

「摑まれ、引き上げる」

　ルウドは必死で目の前の布に摑まった。

「あんたはやっぱり神様だ。奇跡を起こしたな」

　ウラルは返事もしない。できないほど疲れ切っていた。

　大食いの神様は、常に寄生したものから力を奪っている。その力が絶たれると、ウラルも弱ってしまうのだ。

　そんな時は、より力のあるものに寄生先を変えないといけない。

　やっと引き上げられたウラルは、そこにいた六人と一匹を見回す。

　そして真っ先に抱きついたのは、何とジュードだった。

「お、おい、何だよ、いったいどうしたんだ」

『しばらくここにいさせてくれ。君が一番、エネルギーに満ち溢れてる』

「おいっ、ラウル、どうにかしてくれ。神様が俺に取り憑ついた」

「いいから、ジュード、そのまま神様を連れて逃げてくれ」

　ところがそう簡単にはいかない。音を聞きつけた、見回りの兵に気づかれてしまったのだ。

「こっちだ。裏に回れば、馬がいる」

　城内に詳しいルウドは、先頭に立って走りだす。その傍かたわらに、ゴート王とジュードが立って、敵兵を薙なぎ払っていく。

　アゼルの連れている狼のボズは、迷うことなく兵の腕に嚙みつき、アゼルは余裕を持って剣で一人、また一人と兵を倒していた。

「急げ。裏門から出られるから」

　ルウドは真っ先に外に飛び出し、兵舎のある方向に向かって走りだす。

「急げって言われてもな。力が入らない」

　ジュードはふらふらしながら、それでも敵兵を倒して進んでいった。

「俺はおまえを助けた。だからいつかウラルの土地を貰う。いいな」

　アゼルはそれだけ言うと、外に出た途端に皆と別方向に走りだした。

「おい、行っちまうのかっ？」

　ジュードが叫んでも、もう振り返らない。濠にかかった橋も渡らず、そのまま狼のボズと共に、濠に飛び込んで消えてしまった。

「変わったやつだな」

『ああ、だけど真っ先に心が通じた。やはりただ者じゃない』

「ただ者じゃないのはあんただろう。何で頭の中で声がするんだ」

『いいから、ともかく食い物のあるところに行って、死ぬほど食ってくれ』

「それはラウルの仕事だろ」

　兵舎の脇にある厩には、五頭の馬が繫がれていた。すぐにルウドは、手綱を解ほどいて馬を集める。一頭足りない。そこでシーナは叫んだ。

「みんな乗って。私はレディ騎士と乗るから」

「何で、だったら俺が」

　ジュードが言いかけると、レディ騎士はすぐに馬に飛び乗って、手綱を手にして叫んだ。

「自分の重さを考えろ。この非常時にっ」

　シーナは走って、レディ騎士の後ろに飛び乗った。

　そのまま五人は、いっせいに馬に乗って走りだす。けれどすぐに追っ手も、馬に乗ってついてきた。

　シーナは奪ってきた弓矢を用意した。非常に危険な状態だが、それでもこれで少しは牽けん制せいできると思ったのだ。

「矢は三十。狙っていくしかない」

　港まで戻れば、そこには武器もあるし、ゴート王の近衛兵が待っている。

　だが二人分の重さに、レディ騎士とシーナの馬の歩みは僅かに遅れた。そのため徐々に追っ手との距離が近づいてきている。

「追っ手は何人だ」

　レディ騎士が叫ぶ。

「十、いや二十はいるかもしれない」

「下りて戦うには不利だな」

「矢で落とす」

　しっかりと両足で馬の体を挟み、シーナは矢を番つがえた。

「ラウル、無理をするな。落馬するぞっ」

　ゴート王はシーナを守るように、馬を並べて走る。

　敵がすぐ近くに迫ってきた。シーナは迷わずに敵兵に向けて矢を放った。

　最初の矢は外れた。けれど次の矢が、正確に敵の腕に突き刺さった。

　手綱を持つ手が乱れ、敵兵は落馬する。その馬につまずいて、後続の二騎が遅れた。

　それでもまだ数人が追ってくる。そして驚異的な速さの馬に乗った兵が、ゴート王に迫ってきた。その手には槍が握られている。

　シーナはレディ騎士と違い、馬上の槍試合に挑戦したことは一度もない。切っ先の尖った槍では、甲冑を纏っていても危ないと思った。

　すぐにシーナは、その兵に向けて矢を放つ。僅か外れたが、敵兵は遅れた。

　港まではまだかなりの距離がある。馬は走り続けられるだろうか。そして自分はいつまでこんな不安定な体勢で、乗り続けられるのだろう。

　不安が心を過よぎったが、すぐにシーナはまた矢を番えた。

『アレン……』

　シーナの心は、遠くにいるアレンをなぜか呼んでいた。

『私、ウラルを取り戻したわ。そして戦っているの。アレン、力を貸して』

　再び矢を放った。今度もまた敵兵の腕に当たり、ほっとしたのも束つかの間、別の兵がすぐ側に迫っていた。

　体勢を戻す時間もなく、槍の切っ先が、シーナの脇腹に刺さった。

　やはり自分の甲冑と違い、借り物だったせいで脇が空いていたせいだ。
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「ラウルッ！」

　ゴート王は馬上で剣を抜き、すぐにその敵兵を一撃で薙ぎ払った。

「ラウルが刺された。全員、援護に回れっ」

　シーナは脇腹を押さえながら、片手でレディ騎士にしがみつく。傷は深くはないと思えたが、痛みで気を失いそうだった。

「レディ騎士……刺された」

「しっかり摑まっていろ。何があっても連れ帰るから、安心して。気を失いそうなら、マントで体を私に縛りつけろ」

「大丈夫……心配しないで」

　ウラルの助けを借りたくても、今、ウラルはジュードの中だから、どうすることもできない。どうしてウラルが自分を選ばず、ジュードに入ったかはシーナにも理由がわかる。ウラルが弱っているせいだ。

「港まではもう少しだ。このまま真っ直ぐに、馬を走らせろ」

　ルウドの声に、シーナは希望を見いだした。

　もう少し、あと、少し頑張ればいい。そうすればきっと助かる。

『シーナ』

　アレンの声が聞こえたような気がしたが、気を失いかけての幻聴かもしれない。

　レディ騎士の馬より皆後ろに回り、馬上で剣を抜いて戦いだす。そうしているうちに、いつか敵兵の姿は減り、風に乗って潮の匂いがしてきた。

「ラウル、しっかりしろ」

　ゴート王の声がした。

「気を失うと落馬する。意識をしっかり持て。すまない。守りきれなかったな」

「いいえ、大丈夫です」

　シーナは力なく頷く。

　やはり馬上の槍試合も、経験しておくべきだっただろうか。

　そんなことを今頃になって考える。けれどアレンもミトリも、シーナがそこまでやるのは許さなかっただろう。

　ついに港が見えてきた。

　船は帆を上げて、すぐにでも出航できるように待っている。それを目にした瞬間、シーナの体から力が抜けたが、ゴート王の腕がすぐに落馬しないように支えてくれていた。
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　体がふわふわと揺れる。ゴート王によって抱きかかえられながら、船室に運ばれているのだ。

「ウラル神、こんな時は、どうすればいい？」

　ゴート王はジュードに聞いている。

「清潔な真水がないなら、一度滾たぎらせた湯を冷さましてから傷口を洗う。バズ、湯冷ましを持ってきてくれ。それと清潔な布だ。あとは蒸じよう留りゆう酒しゆ、大麦の酒か、ザルセンのトウキビ酒がいいな」

　ジュードの声だが、答えているのはウラルだった。それを聞いてバズは、船の中の調理場に急ぐ。

「入って治してやりたいが、今は俺に力がない。傷口を見るから、みんな出ていってくれ」

　そう言われて、レディ騎士が前に出た。

「ウラル神、ジュードから私に入れ代わってくれ。ラウルの体を、ジュードに見せるわけにはいかない」

「どういうことだ、マッカラン卿？」

　ゴート王はレディ騎士の言葉の意味がわからず、怪訝な顔をして訊ねた。

「マッカラン卿は一応レディだと思うが？　貴殿が若い男の体を見るほうが、失礼ではないのか？」

「……では陛下、ご自身でおやりなっていただけますか？」

　レディ騎士の申し出に、シーナは慌てた。

「ウラル……レディ騎士に……」

　弱々しいシーナの声は、どうやらゴート王には届かなかったらしい。

　痛みでもう声も出せない。シーナの意識は遠のいていくばかりだ。

「では、そうしよう。私が手当てする。ウラル神、申し訳ないが、こちらに来てくれ。私は健康で、サビル卿と同じくらい元気があるつもりだ」

「いや、レディ騎士に」

　ウラルがそう答えると、ゴート王は明らかに不審な表情になった。

「では私はここにいて、治療に立ち会う。何より、ラウルの手当てをして、痛みを和やわらげることが第一だ。急ごう」

「ゴート王は頑固者だ。一度、決意したら考えを譲らない。いいでしょう。では、そちらに移ります」

　ジュードはゴート王に近づく。すると耳から緑色の霧とも煙ともつかないものが出てきて、ゴート王の中に入った。

　するとジュードが、頭を振って騒ぎだす。

「うわーっ、急に頭の中が静かになった。いったい何なんだ、この神様は。ラウルはよくこんな神様と付き合ってられるな」

　回復するために、ウラルはジュードからかなり力を奪ったのだろう。ジュードは疲れ切った表情で、ふらふらと出口に向かった。

「ラウルが大食いになる気持ちが、これでよくわかった。腹が減ったぁ。それに眠い……レディ騎士、一緒に昼寝しよっか」

「盟友が大怪我をしたのに、何という態度だ」

　レディ騎士は本気で怒っている。

「心配することはないさ。助けたルウドってやつが言ってた。神様が簡単に治してくれるから、心配ないって」

「ウラル神も今はお疲れだ。できるものなら、私の残った体力も差し上げたいくらいだ」

　その申し出に、ウラルはすぐに答えた。

「ありがとうよ、おねぇちゃん。だけど君ももうへとへとなのはわかってる。ジュードと仲良くお昼寝しておいで」

　ウラルが言った言葉だ。けれど喋しやべっているのはゴート王だったから、ジュードとレディ騎士は凍りついてしまった。

「えっ……今の何だよ？　あの喋り方はウラル神らしいけど」

「陛下が…そんな」

　二人は同時に声を出したが、続けてジュードは腹を抱えて笑っていた。

「ううむ、おかしな感じだ。自分の思ってもいないことを、勝手に口にされるとは」

　ゴート王も自分らしからぬ発言に、照れてしまっている。

「お待たせしました。湯と酒と布です。それとラウルの荷物」

　そこにバズが、必要なものを運んでくる。すぐにジュードはバズの襟えり首くびを摑んで、船室から連れ出そうとした。

「えっ、何で。ここにいたらまずいんですか？」

「ああ、どうやらまずいらしい。ラウルの裸は、見られるとまずいってことなんだろ」

「えっ？　何？　ええーっ」

「それより飯だ。バズ、さっさと飯にしてくれ」

「俺様いつから、主あるじから料理人に戻ったんですかぁ」

　大騒ぎしているバズとジュードの声も、やがて聞こえなくなる。

　そして船室には、ゴート王とシーナしかいなくなってしまった。

　だが見えてはいないが、ここにはもう一人いる。

　そう、ウラルという神がいるのだ。

『それじゃ陛下、手当てといこう。まずは脱がせる。どうせもう着替えさせるし、血で汚れている。服は切ってしまっていい』

　ゴート王はウラルが導くまま、羊毛の肌着を短刀で切り裂く。そして下に着ていたシルクの下着まで、血に染まって汚れているので、丁寧に切り裂き始めた。

「これはひどい。よく我慢していたものだ。ラウル……いや、アレンは我慢強いな……」

　血染めの肌着をシーナの体から脱がせ、シルクの下着も剝いでしまうと、ゴート王の手は止まってしまった。

　胸にタオルが巻かれている。だがそんなものでは、豊かな乳房を隠しようがない。

　そこに横たわっているのは、明らかに若い女性の体だった。

「……なんということだ……」

『レディ騎士は、とうに気づいていたようだな。だから手当てを自分が引き受けると申し出た。まだ婚姻前の体だからね。いくら好きな男とはいえ、弄いじらせたくはないだろう』

「私は、何て愚かだったんだろう。どうして気づかなかったんだ。シーナ姫だと知っていたら、あんな危険な場所に同行はさせなかったのに……てっきりアレンだとばかり」

　ゴート王の手は止まる。けれどウラルが、勝手にさっさと動かして、慣れた様子で治療を開始した。

『どうしてこんなことになったのか、教えるのは簡単だが、シーナに恨まれたくない。本人の口から直接聞いてくれ』

　シーナの傷は思ったより深い。ウラルは丁寧に傷口を洗い、内部を調べた。

『今、見たことは、後で記憶を消してやる。体の中まで見られたとなったら、シーナが可か哀わい想そうだ。後で中から修復してやるが、できれば傷を残したくない……このままだと開いて出血が止まらない。軽く縫ぬうか』

「縫うって、人をか……」

『ああ、俺がウラルの神官に与えた最大の贈り物は、この医学ってやつさ。俺は人の中に寄生したら、修復することもできる。だが、治せるのは肉体だけだ。壊れた心ってやつは、どうも厄介でね』

　ウラルは勝手に船室内を探し周り、出港の時の着替えに使った針箱を見つけ出す。そして絹糸を針に通し始めた。

「ウラル神、すまない。そんなことをするなんて知らなかった。できれば見たくない」

　ゴート王は素直に弱音を吐いた。

『そうだろ。だからレディ騎士が最適だと思ったのさ。彼女なら耐えられた。ま、記憶は消すから、今はこの体を貸してくれ』

　思ったようにゴート王の体が動かない。ウラルは思わず、自分で自分の頰ほおをぴしゃっと叩いていた。

『しっかりしろ。この頑固者のわがまま男』

「……すまない」

『君は素晴らしい王だが、欠点は思いついたら引き下がらないところだな』

「それは認める」

『後悔することになっても、進んでしまうタイプだ。シーナも似たところがある。二人で突き進んだら、とんでもない方向に進んでしまうかもしれない。片方が熱くなったら、片方が抑える。そうやってうまく進めていけ』

　ウラルはシーナの顔に耳を近づけ、呼吸を確かめた。

『今からちょっと、シーナの中に移動して、痛みを感じる部分を閉じてくる。意識を失わせないと、手術されるほうも辛いからな』

　ふっとウラルが消えた。

　ゴート王は一人になって、改めて横たわるシーナを見つめていた。

「なぜ……気づかなかった。ではアレンは、今、何をしているんだ？　シーナ姫にこんな危ない真似をさせて、一人で何をしている？」

　敵の偵察に行く時、アレンはシーナを身代わりとして城に置いていた。その時と同じように、シーナに代役を頼んだとは思えない。

　どう考えても、ゴート王にはアレンとシーナが、どこかで入れ替わったようには思えないのだ。ラウルはいつものラウルだった。ここ数ヶ月、いつも側にいて、ラウルという人間をゴート王はよく知っているつもりになっていたから、余計にそう思う。

「……宴には二人で来ていた……。だが、そうだ、ザルツのからの帰り、偶然シーナ姫と出会ったが……それまではアレン一人だったはずだ」

　いつもは素早く頭を働かせることが可能なゴート王だったが、さすがに今は簡単に答えが導き出せない。

「シーナ……」

　苦しみの表情は、いつかシーナから消えていた。穏おだやかな眠りに入っているのは、ウラルが痛みを取り去ってやったからだと、ゴート王にもわかる。ゴート王はシーナの頰に触れ、愛いとしげに手で汚れを拭い取ってやった。

「いや……そんなことはありえない。まさか……ラウル・メイデンは最初からあなただったのか？　では、アレンは？　死人でないのははっきりしているが、いったいどこにいるんだ」

　そこでゴート王は、ウラルが言った謎めいた言葉を思い出す。

　壊れた心を治すのは厄介だと。

「わからない。だが勝手に憶測するのはやめよう。いずれ、あなたの口から、すべてを打ち明けてもらえると信じて、待つことにする」

　ゴート王はシーナの手を握った。

「ウラル神、シーナに伝えてくれ。その気け高だかい魂を、誰よりも愛していると。辛いだろうが、痛みに耐えて、私の元に帰ってきてくれと……伝えてくれ」

　するとゴート王の中に、シーナの想いが一瞬だが伝わってきた。

『はい、必ず戻ります……戻ったら、私に優しいキスを……』

「何度でも……姫……」

　ゴート王は耐えきれずに、シーナの手を取り、そこに唇を押し当てていた。








◆◆◆






　雪雲が、ハッシュウィルのある北方から流れてきて、晴天だというのに、ちらほらと風かざ花はなが舞っていた。

　早朝の窓辺に立ったアレンは、その青い瞳で窓から下界を見回す。

　煙が方々で上がっている。

　民の暮らしが豊かな証拠だ。

「よく眠った。いや、眠りすぎたな」

　アレンは同じベッドで眠っていた、ミトリを振り返る。

「忠実なよき友。よくここまで私を支えてくれた。感謝している」

　突然のアレンの言葉に、ミトリは驚いて飛び起きた。

「アレン様、今、何かおっしゃいましたか？」

「うむ。よく眠った。ミトリには感謝している。私が今ここにいるのも、すべてミトリのお陰だ」

「お戻りになられたのですね」

　ミトリはすぐにベッドを下り、アレンの足下に寄っていった。そして片膝をつき、王に忠誠を示す騎士らしく、素足のアレンの足下に唇を押し当てた。

「ウラル国王、アレン・ウルナイ・イザベヤーニ様。よくぞお戻りに」
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　ミトリの声が震えているのは、感激と驚きからだろう。

　アレンは微笑み、ミトリの体に手を添えて立たせた。

「まだ信じられません。何があったのです」

「神が危機に遭われて、私を呼んだんだ。だが助けにも行けなくて、私は夢の中でずっともがいていた。海で溺おぼれているようだった……」

　そのままアレンはミトリの手を引いて、窓辺へと誘う。

「見ろ、ミトリ。この国はこんなに豊かだ。かつては我が国も、同じように豊かだった。私は自分の王城から、こんな風景を見ていたい」

「おっしゃるとおりです。ゴート王の治世は素晴らしい。ゴシュラムは国が豊かなだけでなく、人心も皆、優しく豊かです。いや……何と言ったらいいのか、こんなふうにアレン様とお話しすることは、二度と叶わないのかと思っていました」

　慌てて顔を拭っているのは、泣いているからだろう。アレンはそんなミトリを、そっと抱きしめた。

「おかしな感じだった。神の声を捕まえるために、深海から必死に泳いで海上に上がった。そんな感じだった。ところが夢は、それで終わらなくて……」

「まだ何か、神は伝えられたのですか？」

「うむ……シーナが怪我をした」

「シーナ様がっ！　まさかハッシュウィルでハイルに」

「船に運ばれたまでは伝わってきた。おかしなものだな。夢だといえば夢なのだが、私にはそうは思えない。あれはきっと現実に今起こっていることで、シーナとウラル神が、私に伝えてきてくれたことなんだと思う」

　ミトリは静かに頷く。

　ウラル神を、一度体内に寄生させたミトリだ。あの不思議な能力がある限り、どんな奇跡を起こしていたとしても信じられるのだ。

「シーナにはすまないことをした。私が闇やみに落ちている間、シーナは私に代わって戦い続けてくれていたんだな」

「はい……シーナ様は、ウラル国民の心から、希望の灯ひを消さないように、尽力されておりました」

「そうだな……」

「アレン様、何も覚えてはいらっしゃらないのですか？」

「ウラル神に出会う前のことは、ほとんど覚えていない。だがウラル神がこの体にいる時のことは、とても鮮明に覚えている」

　アレンの晴れやかだった顔が曇る。オゼム神官を、濠から掬すくい上げた時のことを思い出してしまったのだ。

「ミトリ、ウラル騎士団を招集して、国に戻ろう。ハッシュウィル軍を追い払い、城に戻ったら、王として宣誓し、ただちに即位する」

「アレン様……」

　もうここには、金色の髪をした無む垢くな天使はいない。

　輝く青い瞳をした、若くて気高い王がいるだけだ。

　その姿を喜びながら、無力で赤子のようだったアレンを懐かしむ気持ちが、ミトリの中にあることをアレンは知らない。

「メイデン子爵、お目覚めですか」

　従者のオズベルトは、人声に起きたのか、眠そうに目をこすりながら部屋に入ってきた。

　ところがオズベルトも、今日のラウルがいつものラウルではないと、すぐに気がついたようだ。

　慌てて居い住ずまいを正し、寝間着のままだったことを恥じて、自分の部屋に戻ってしまった。

　それからしばらくして、オズベルトはきちんと着替え、髪も撫でつけてアレンの前に現れた。

「し、失礼しました、メイデン子爵……ご朝食の支度をいたします」

「ありがとう、オズベルト。メイデン子爵と呼ばれるのも、そう長くはないな。よければこれからは、アレンと呼んでくれ」

「……アレン様？」

「そうだ……じきに私はここを出て、自国のウラルに戻る。オズベルト、よく世話をしてくれた。感謝する」

「な、何だか、いつものメイデン子爵と、別の人みたいです……」

　突然、オズベルトは泣きだしてしまった。オズベルトにしてみれば、大好きだったメイデン子爵が、顔形は似ていても、全くの別人に変わってしまったとしか思えないのだろう。

「ミトリ……私は、シーナからも学ぶことがたくさんあるな。シーナの優しさは、私に欠けていたものの一つだ」

　アレンは泣きだしたオズベルトに近づき、その肩を優しく抱いてやりながら言った。

「泣かなくていいんだ、オズベルト。いずれ何もかも話してあげよう。君の処しよ遇ぐうに関しても、ゴート王にはよく伝えておく。よければいずれ私の妹が、ゴート王の元に嫁いでこの国の后きさきとなったら、変わらずに仕えてくれないだろうか？」

「えっ……女王付きの従者にしていただけるんですか？」

「シーナは君をとても気に入っている。私としても、他国で妹が不安に暮らすことは望まない。君なら、シーナを任せられる」

「は、はい。シーナ姫は大好きです。姫様のためなら、僕、頑張りますっ」

　オズベルトは顔を真っ赤にして、喜びの表情を浮かべた。

「では、ミトリと私に、最上の朝食を用意してくれ。ただし、量は普通でいい。私は……大食いのラウル・フォー・メイデンではないのでね」

「か、畏かしこまりました。ただちにご用意いたします」

　すぐにオズベルトは、部屋を飛び出していく。

　今から階段を駆け下りて、王室の厨房に行くのだろう。そしてそこで誇らしげに、メイデン子爵と客人の朝食をお願いしますと言うのだ。

　従者には、主の食べるものを指定する権利がある。

　オズベルトは大人の従者のように、胸を反らし、いかにもわかったような顔をしながら、果物籠の中から新鮮なものをより分ける。そしてパンの種類を指示し、卵やミルク、それに蜂蜜やチーズなど、添えるものを決めるのだ。

　そんなささやかなことが、少年にとっては生き甲斐になる。

　アレンはオズベルトを見送りながら、ミトリに言った。

「あのまま城にいたら、私はハイルと変わらない、傲ごう岸がんな王子になっていただろう。自分は賢かしこく、武術にも優れた男だと自うぬ惚ぼれていて、他の人間のことなど深く思いやることもできなかったと思う」

「アレン様……いったい、どうなさったのです」

「語らせてくれ。何日も、ミトリとはまともに話すこともできなかったんだから」

　着替えのために、アレンはラウルの衣装棚を開いた。そして苦笑する。

「どれも私には、少し小さいかな」

「お手伝いします。できるだけ、大きめなものを探しましょう」

「ありがとう、ミトリ」

「……確かに、アレン様はお変わりになりました」

「そうだろ。ラウル・フォー・メイデンが、どうしてあんなに人々に愛されたか、今になってわかったんだ。私がもし無事に生き延びて、身分を偽いつわってこの国に入っても、あんなふうに愛されることはなかった」

　ウラル神の力を借りていたのもあっただろう。だが、それだけではないとアレンは思っていた。

　シーナは優しい。身分に関係なく、誰にでも優しかった。

　それはいずれ女王になる者にとっては、もっとも必要な気質だ。

　両親は、二人の育児をただ乳う母ばに任せていたのではない。教えるべきことは、その時々にすべて教えてくれていた。

　アレンには、王として相応しい、勇気と決断力のある男らしい気質を。

　そしてシーナには、誰にでも愛されるよう、女らしい優しい気質を授けたのだ。

「シーナを選んだゴート王は正しい。愛する妹を奪われるのは悔しいが、彼にならシーナを任せられる」

　ミトリは頷きながら、長めのズボンとたっぷりとしたシャツを選び出した。

「船にはゴート王も乗っていたようだが？」

「おかしいですね。王は城にいらっしゃいます。昨夜のオゼム神官の葬儀にも、短時間でしたがお姿を見せられました」

「本物かな？　ゴート王なら影武者がいてもおかしくない。何しろ好奇心に溢れた、じっとしていられない人のようだから」

「そうですね……では、ゴート王は、ウラル神の救出に自ら出向かれたということでしょうか？」

「そういう男だ。だからこそシーナを任せられる」

　大きめの服を選んでも、やはりどこか短い。

　何もかも同じだった幼い頃と違い、二人の間には男女という大きな隔たりができてしまったことを、アレンは悲しく思った。

「国に戻る前に、挨拶すべき人がいるな。ゴート王と……そして……」

　毎日が夢の中にいるかのようだった。

　けれどアレンは、自分のためにいろいろと世話を焼いてくれた、黒髪の美女のことははっきりと覚えていた。

「シーナのために、彼女を微妙な地位に追いやってしまった。そのことをまず詫わびないといけないな」

「レディ・サナですか？」

「ああ……婚約者を奪われるなんて、レディにしてみれば辛いことだっただろう」

　アレンは宴の時に、レディ・サナと踊ったことを思い出す。

　その時に伝わってきた、微妙な感情も覚えていた。

「二重の意味で、気の毒なことをした……」

　この世のどこにもいない、幻の男。ラウル・フォー・メイデンに恋したレディ・サナは、アレンの手を取った瞬間に気づいたのだ。

　これは私の恋するメイデン子爵ではないと。

　姿形は似ていても、人間の本質までは変えられない。アレンはあの時にも、自分に欠けていたものに気づかされたような気がする。

「ハイルが私を憎んだはずだ。同じような男は二人いらない。そうだろう、ミトリ？」

「アレン様は、どこもハイルと似たようなところはありません」

「いや、ある意味、魂の双子だ。太陽と月。空と海……決して交わることはないけれど、きっと私達はよく似ている。だが私は、ハイルのような道は歩まない。闇に堕ちるのはもうこりごりだ。私は……この髪のように、金色に光り輝く世界を歩きたい」

　金色の太陽が、世界を照らしていた。

　太陽の恵みを受けて、作物は育ち、花が咲き乱れる。そこに蜜蜂が集まり、柔らかな下草を、羊や牛がのんびりと食べていた。

　人々は陽の光に感謝し、日々労働にいそしむ。

　そして陽が去った後の静かな夜には、陽の恵みによって得た食料を囲み、生きている幸せを改めて感じるのだ。

「アレン様はきっと、よい王になられます」

「そう思ってくれるか。では緑の旗を掲かかげよう。今から失っていたものをすべて取り戻す。ハイルの好きなようにはさせない」

　この時アレンは、ハイルが父王を殺したことをまだ知らない。

　数日の違いだけで、ほとんど時を同じくして、共に王として即位することになるのも知らなかった。

　けれどアレンには、敵対する相手がハッシュウィル王アタカンではなく、ハイルだけだと思えたのだ。
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　レディ・サナは朝食の後、重い気持ちで書類に目を通していた。

　オゼム神官を失った今、ただちに治療院の神官長を任命しなければいけない。候補は何人かいたが、卓越したオゼム神官の後を継ぐには、皆、どこかまだ頼りなげに思えた。

　さらに問題がある。いずれウラルが再興されたら、神官達は国に戻りたがるだろう。そうなった時に、どれだけの神官が残ってくれるかだ。

　いっそ新たに医学のための学校を創り、神官の何人かに教えてもらうべきかもしれない。そのためには何を準備しなければいけないのか、いろいろと考えたいのに、気持ちが沈んでいてうまく考えがまとまらなかった。

「サナ様……メイデン子爵がお越しです」

　女官がそわそわと落ち着かない様子で、レディ・サナに耳打ちした。

「メイデン子爵が？」

　アレンの世話をシーナから頼まれていた。だがミトリが付いていてくれたので、レディ・サナは安心して任せていたのだ。

　なのに突然の自らの訪問ということは、シーナが帰ってきたのか、またはアレンに何かあったのだと思った。

「お通しして……」

　ここに来るのは、アレジと呼んでいた若者ではない。

　そんな予感がした。

「早朝より、レディの部屋を訪問する無礼を、まず謝ります」

　爽さわやかな声が聞こえた。

　男にしては、少し高たかい声だ。ラウルとよく似ているが、微妙な違いをレディ・サナは感じ取る。

　何が違うのか。

　この声には威厳がある。

　そう、若い女性では、決して作れない男の威厳があったのだ。

　姿を見せたアレンに、レディ・サナは立ち上がり、ドレスの裾を持ち上げて丁寧に挨拶する。そして再び顔を上げてアレンを見た瞬間、レディ・サナはすべてを悟った。

　これまでのアレジとは、全く様子が違っていた。

　女官が狼狽えたはずだ。今朝のアレンの姿は、まさに光り輝く王のようだった。

「アレン王、お戻りになられましたことを、心よりお喜び申し上げます」

「さすがだ。あなたは賢いな」

　どうぞとレディ・サナは椅子を勧める。そこに座ったアレンの足下から、靴くつと靴下が見えてしまっていることがおかしくて、レディ・サナは微笑んだ。

「いろいろと助けていただいて感謝します」

「いえ、私は何も……」

　レディ・サナは、金色の髪をした美しい王を前にして、なぜか悲しみを感じた。

　微かな声で歌っていた、天使のようなアレジ。

　やはりレディ・サナもミトリと同じように、幼おさな子ごに戻っていたアレンを好きだったのだ。

　きっとそれは、世話をしてやらないと死んでしまうような無力な者に寄せる、母性から来たものだろう。

　今のアレンは、もう誰も必要としない。自分の足でしっかりと歩んでいくだけでなく、自ら手を差し伸べて、大勢の人間を引き連れていける人間になってしまったのだ。

「あなたに対しては、酷いことをしてしまった。このままでは妹が……ゴート王に」

「そのことでしたら、何も問題はありません。私、シーナ姫こそゴート王に相応しいと思っておりますの。それに私……自由を与えられました。逆にシーナ姫に感謝しております」

「だがいろいろとお立場もあるでしょう」

「婚姻が、女性にとってすべてではありませんわ。それより私は、今、与えられた生き甲斐のために、何ができるかで頭がいっぱいです。アレン王、いずれ落ち着きましたら、ウラルの神官が持つ医療知識を、我が国の者が学ぶことをお許しください」

　レディ・サナの懇願に、アレンはいかにも王らしく鷹おう揚ように頷いた。

「もちろん助力は惜しみません。けれど今すぐにとは、お約束できない。まずは国情を整えねばなりませんので」

　ここにいるのは、誰だろう。

　隣国の王だ。

　レディ・サナの知っているアレジでもなければ、ましてやラウル・フォー・メイデンでもないのだ。

「シーナはきっとゴート王の元に嫁ぐでしょう。そうなった時、変わらず妹のように接していただけますか？」

「もちろんですわ。シーナ姫のためにお役に立てるのなら、どんなことでもいたします」

「羨うらやましいな。妹は皆に愛されている……」

　ふっとアレンは寂しげに笑う。

　その姿には、どこかラウルの面影があった。

「あんなに自由に、思ったまま生きられる女性は少ないです。私もシーナ姫が羨ましい。でも彼女がそんな生き方をできるのは、神のご加護もあったと思いますが……勇気をお持ちだからだわ」

「そうか……勇気か……」

「私はシーナ姫のように、ドレスを脱ぎ捨てるまでの勇気は持っていません。ですけれど、女の身でもできることを、少しずつ進めていきたいと思っておりますの」

「あなたは立派に、前に進まれている」

　心からの称賛を、アレンは伝えてくれた。

　レディ・サナはそれを受けて、伏し目がちに微笑む。

「私は、妹が戻ったら、そのまま一緒にウラルに行きます」

「……お戻りになるのですね。寂しくなりますわ」

「いずれ妹は、ここに戻るでしょうが……」

　戻ってくるのはシーナ姫だ。

　ラウル・フォー・メイデンではないと、アレンはそれとなく告げているように感じて、レディ・サナは頷いた。

「アレン王、あなたが暗い夢の中にいる間、私は楽しい夢を見ておりました。けれど夢は夢。醒さめてしまった今、お互いにしっかりと現実に戻りましょう」

「本当にあなたは聡そう明めいな人だ……愚かで、何をするかわからない我が妹を、これからもよろしくお願いします」

　アレンは立ち上がり、レディ・サナの手を取るべく手を差し出した。

　そこにレディ・サナは手を預ける。

　アレンは軽く唇を押し当てた。

　その唇から、悲しい歌は二度と漏れ聞こえてくることはない。

　レディ・サナはそう確信した。
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　港には、緑色のウラルの旗をはためかせた騎士団が、整然と並んで船の到着を待ちかまえていた。

　その先頭には、凜り々りしい表情を浮かべた、金色の髪の王がいる。

　海風に髪を靡かせながら、アレンは隣にいるミトリに、話しかけていた。

「いろいろとあったな、ミトリ。だがこれで終わりではない。今からが始まりだ」

「はい……何があってもアレン様に付いていきますので……」

「思えばいつもそうだった。振り返ると必ずミトリがいた。シーナを疎ましく思ったことはあっても、ミトリのことを疎ましく思ったことはない」

　アレンの言葉に、ミトリは深く頭を下げる。

「王というものは、孤独なのだ……。そう思っていたが、今は違う」

　アレンは背後を振り返り、自分に生涯の忠誠を誓ってくれた騎士団の面々を見回した。

「ハイルが無敗軍団を育てた気持ちが、今ならわかる。心強い味方を求めたのは、冷れい酷こく非情な男とて同じだったんだな。だが私は、ハイルが無敗軍団を捨てていったようなことはしない。ゴート王のように、共に戦い、彼らを守り抜く」

　その言葉は、ウラル騎士団にも聞こえていた。王の帰還に、中にはすでに涙ぐんでいる者もいる。

　ついにアレンが、自らウラル国の王位継承者だと名乗りを上げた。その報が伝わると、ウラル騎士団は野営地の宿泊用テントをすべて畳たたみ、ミトリの号令の下、帰還の準備に入った。

　彼らはこの時を待っていたのだ。

　それが今、アレンにもひしひしと伝わってくる。

　ハッシュウィル軍に支配された国には、彼らの家族がいる。一日も早く、家族の無事を見届け、安心したいのだろう。

「ずいぶんと待たせてしまったな。だが、二度とこんな不ふ甲が斐いない姿を見せないと約束する。私は……ウラルの王だ」

　アレンの宣言に、港を揺るがすような歓声が巻き起こった。

　何がアレンの心を、闇の中に引き留めてしまったのだろう。肉体が破損していたのも原因だが、それだけではないとアレンも気づいていた。

　人を思いやる気持ち。

　それがアレンには足りなかった。

　自分の未熟さにも気づいていたから、王となるのに勇気が足りなかったのもあった。

　様々な重圧から逃のがれるために、アレンは闇の中に逃げていたと、今になって思う。

「溺れないためには、自力で泳ぐしかない……」

　そう教えてくれたウラルが、もうじき戻ってくる。

　アレンはウラルに会いたかった。神と呼ばれているが、ウラルは人間にとっては師し匠しようだろう。

　知識を与えてくれるだけではない。

　ウラルは生き方を教えてくれる先生なのだ。

「船が見えました」

　真っ白な帆に、三日月の印。ザルセンの商船だが、そこに乗っているのが誰かは、みんな知っている。

　シーナがゴート王の助けを借りて、ウラル神を救いに行った。その話はウラル騎士団にはもう伝わっていたのだ。

「姫がご無事ならいいのですが」

　騎士団の誰かが呟いた。

「そうだな……だが心配することはない。神がいるんだから」

「そうですね。我々にはウラル神がいる。ウラル神は目覚められたんだ。もう何も心配することはないのですよね」

　アレンに確認するように訊く者に、アレンは王らしく答えた。

「だが神だけに頼ってはいけない。人が……努力することが一番大切なことだ。神の仕事は、我々と共に喜び、そして見守ることなのだから」

　今、神はこの出迎えを知ってどう思っているだろう。

　喜んでくれているだろうか。

　船が近づいてくると、緑の旗がいっせいに揺れた。

　けれど残念なことに、シーナの体の中に入って治療中のウラルには、その様子を目にすることはできなかった。
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　床に閉いた大きな穴を見下ろして、ハイルは考える。計画は完壁だったはずだ。なのにウラルは易々と逃げてしまった。

「まだ使える手があったのか……」

　どうにも謎だ。どうやって助けを呼んだのか。そして短期間で、なぜアゼルや五人もの人間が集まってきたのか。

「王に申し上げます……追っ手が、五人を逃がしました。狼使いの姿も、見つけられませんでした」

　伝令の兵は怯えている。

　今、ハッシュウィルの城の周辺は、殺戮の嵐だ。ハイルの意に染まない者は、みんな殺されている。自分がした失態でなくても、ハイルに斬り殺されそうで、伝令は怯えていた。

「一人は負傷したようですが……」

「負傷？　やつらには神がいる。怪我など恐れぬはずだ……」

　死人を生き返らすことはできない。けれど病人は治せる。

　それが神の強みだなと、ハイルは気がつく。

　謁見の間の天井に設けられた天窓から、その時、最初の朝日が差し込んだ。

　金色の朝日が、ハイルの目を射る。そこにハイルは、何かの啓示を感じた。

「まさか……復活したのか……」

　予感、人心を読むなど、ハイルには人と違った能力がある。その力が、いきなりハイルに、ある男の復活を告げていた。

「……国内の粛正を急がねば……すぐに王位に就かないと……」

　ハイルは謁見の間を後にして、早足で歩き始めた。するとその後を、影のように側近がついてくる。

「今日のうちに、王位の宣誓をする。ただちに手配しろ」

「はっ……追っ手の不始末についての処分は、どういたしましょう」

「捨て置け。今は使えぬ兵でもいいから、一人でも多く欲しい」

　アレンが復活したとなると、ウラルを取り戻しに動くだろう。

　そうなったらまた戦いが始まるのだ。

「わからない……どうやったらあの神を消せるんだ」

　ハイルは呟きながら歩いていたが、ふと回廊で足を止めた。

　遺体を焼く嫌な匂いが、風に乗って運ばれてくる。その匂いは、さすがのハイルでも眉を顰めるほど不快だった。

　僅かに覗いていた陽も、いつか雲に隠され、ちらちらとまた雪が降り始めていた。すべてが嫌な予兆に包まれているかのようだ。

「神は笑っているかな……」

　ウラルと心を通じる方法など知らないハイルだったが、なぜか今は、そんな気がした。

　今日はもっと晴れやかな気分でいたいのだ。念願だった父王を殺し、王位に就く日なのだから。

　けれど神とアレンが、歓喜に包まれているような気がしただけで、ハイルの心は今の空のように、どんより重く、暗いものになっていった。








つづく　　










　あとがき




　いつもご愛読ありがとうございます。

　ついにというか、やっとというか、そろそろというか、終わりに近づいてまいりました。

　本編のほうは、もうほっといても勝手に進んでいるので、今回は後書き、ちょっと遊ばせてくださいな。

　以下、現代編。




　石いし畳だたみの古い道を、金髪で海のように青い目をした美しい若者が、真っ白な被ひ毛もうをしたサモエドという犬を連れて歩いていく。市内の中心部に差し掛かると、マッカラン化粧品の、赤毛の美女をモデルにした看板が、一ひと際きわ目についた。

　若者はこの街で最高級のホテル、バズ・ハーウェイホテルに入っていく。そしてレストランに入ろうとしたら、ボーイに呼び止められた。

「お客様、ペットを連れての来店はご遠慮させていただいております」

「オーナーのバズの許可は取ってるよ。僕はアレン。メイデン製薬の息子だ」

　何か言いかけたボーイに、白犬はすりすりと体をこすりつける。するとボーイは途端に態度を変えて、アレンと白犬を席に案内した。

「シーナ、元気そうだね。ハリウッドはどうだ？　楽しんでる」

　すでに席で待っていたのは、アレンとよく似た金髪の美少女、双子の妹のシーナだ。

「楽しんでるわよ。アレン、それにウラル、元気だった？」

　二人はハグして笑い合う。それを見ていた黒髪の美女が、微ほほ笑えみながら立ち上がり、アレンに手を差し出した。

「やぁ、サナ。医大でもトップの成績だって、すごいじゃないか」

「アレンこそ、オリンピックのフェンシング代表ですって。おめでとう」

　アレンはサナの手を取り、昔の王族のように唇くちびるを軽く押し当てた。

「みんなが揃うのは、ハイスクール卒業以来ね」

「あら、私たちはたまに会ってるわ。シーナがハリウッドになんて行ってしまうからよ」

「ごめんね。出演したドラマが当たって、また次のシーズンに突入なの」

　白犬ウラルは、シーナとアレンの間の席に、ちょこんと座っている。

「シーナ、プリンスに求婚されたんじゃなかったの？」

　サナに聞かれて、シーナはぷっと頰ほおを膨ふくらませる。

「あんな傲ごう慢まん鈍感男となんて、だーれが結婚するもんですか」

　するとウラルは、シーナの手に自分の手をのせた。

『お嬢ちゃん、人間は素直が一番だよ』

「うるさいわね、ウラル。女の子にだって、やりたいことはあるのよ。そこをあの傲慢鈍感黒髪男ったら、ちっともわかってくれなくてぇっ」

　楽しそうに話す三人を、レストランの柱の陰から、じっと見守る銀髪の男がいた。

「いいんだ、アレン。そうやって女たちに囲まれて、幸せそうに笑っていろ……私だってフェンシング代表に選ばれた。きっとオリンピック合宿中には、チャンスがやってくる」

　わなわなと拳こぶしを震ふるわせる男には、誰も気づかない。ただ一匹、ウラルだけは気づいていたが。




　なーんてね。わっ、紙の無駄遣いをしてしまいましたか。

　イラストお願いしました、佐さ倉くら汐しお様。いつもタイトなスケジュールで申し訳ありません。なのに素晴らしいイラスト、ありがとうございます。今は佐倉様の絵で、脳内世界がぐるぐる動き回っております。この後書きも……。

　担当Ｕ様、ごめんなさい。

　そして読者様、次回こそは、本当に完結します。長い間のご愛読、心より感謝申し上げます。
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誕生日は６月９日、双子座でＡ型。

東京都出身、千葉県在住。

最近のマイブームはお握り。

王道のシャケ、たらこに梅干から、洋風にアレンジしたものもいろいろと楽しんでいます。

お気に入りは、ミートボール入りの、カレーピラフお握り。

スイーツ大好きだけど、さすがに生クリームや、チョコ入りにはチャレンジしてません。
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７月３日の蟹座Ａ型、大阪府出身。

この夏地元大阪に戻り、たこ焼き三昧な日々を送っています。

時代・国・職種を問わずの「制服」好き。

最近は戦国武将の鎧兜のシルエットにときめいています。
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